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一
秒
の重
み

あ
な
た
に
し
か

救
え
な
い
命
が
あ
る



心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
る
原
因
は
、
心
筋
梗

塞
や
脳
卒
中
、
熱
中
症
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
た
人
に
私
た
ち
は
何

が
で
き
る
の
か
、
霧
島
市
消
防
局
警
防
課
救

急
救
助
係
長
の
今
村
公
俊
さ
ん
（
42
）に
話

を
聞
き
ま
し
た
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

今
村
さ
ん
は
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で

の
間
に
私
た
ち
が
行
う
救
命
処
置
こ
そ
重
要

と
力
を
込
め
、「
心
臓
の
血
液
を
全
身
に
送

る
『
胸
骨
圧
迫
』
と
、
口
か
ら
肺
に
酸
素
を

吹
き
込
み
呼
吸
を
助
け
る
『
人
工
呼
吸
』
を

繰
り
返
し
行
う
こ
と
が
心
肺
蘇
生
に
大
き
く

貢
献
し
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
の
電
気
シ
ョ
ッ
ク

が
必
要
な
場
合
も
あ
る
の
で
、
周
り
に
人
が

い
れ
ば
、
急
い
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
手
配
を
指
示
す
る

こ
と
も
重
要
」
と
説
明
し
ま
す
。

１
秒
で
も
早
く
行
動
を

人
は
心
臓
が
止
ま
る
と
15
秒
程
度
で
意
識

を
失
い
ま
す
。
３
～
４
分
そ
の
ま
ま
の
状
態

が
続
く
と
回
復
す
る
こ
と
が
困
難
に
。
救
命

で
き
る
確
率
は
１
分
間
で
約
10
％
ず
つ
低
下

し
ま
す（
グ
ラ
フ
）。
少
し
で
も
早
く
救
命
処

置
を
行
う
こ
と
で
回
復
す
る
可
能
性
が
残
さ

れ
る
た
め
、「
霧
島
市
で
救
急
車
が
現
場
に

到
着
す
る
ま
で
の
平
均
時
間
は
約
９
分
。
現

場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
胸
骨
圧
迫
や
人
工
呼

吸
を
１
分
１
秒
で
も
早
く
行
え
る
か
が
生
死

を
分
け
る
こ
と
に
な
る
」
と
時
間
と
の
戦
い

で
あ
る
こ
と
を
訴
え
ま
す
。

救
急
振
興
財
団
に
よ
る
と
、
救
急
車
が
到

着
す
る
前
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
行

わ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
１
か
月
後
の
日
常
生

活
へ
の
復
帰
率
は
18
・
９
％
で
、電
気
シ
ョ
ッ

ク
が
行
わ
れ
た
場
合
は
43
・
３
％
と
約
２
・
３

倍
に
上
が
り
ま
す
。

霧
島
市
で
は
昨
年
、
21
人
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
使

用
さ
れ
、
８
人
が
日
常
生
活
を
送
れ
る
ま
で

に
回
復
し
ま
し
た
。

「
救
命
の
リ
レ
ー
」ス
タ
ー
ト
は
あ
な
た

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
空
白
の
時
間
。

倒
れ
た
人
に
何
も
し
な
け
れ
ば
、
助
か
る
命

も
助
か
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
行
動
で
「
住

民
」
か
ら
「
救
急
隊
」
へ
、「
救
急
隊
」
か

ら
「
医
師
」
へ
と
命
の
バ
ト
ン
を
引
き
継
ぐ

「
救
命
の
リ
レ
ー
」
が
始
ま
り
ま
す
。

今
村
さ
ん
は
「
周
り
に
誰
も
い
な
い
と
き
、

助
け
ら
れ
る
の
は
あ
な
た
し
か
い
ま
せ
ん
。

も
し
命
を
救
え
な
く
て
も
、
責
任
を
問
わ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ち
ゅ
う
ち
ょ
せ
ず
、

一
秒
で
も
早
く
救
命
処
置
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
力
を
込
め
ま
す
。

私
た
ち
は
「
そ
の
時
」
の
た
め
に
普
段
か

ら
救
命
講
習
を
受
け
た
り
、
情
報
を
集
め
て

備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
救
命
処
置
を
着

実
に
で
き
る
か
が
大
切
な
人
の
生
死
を
左
右

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
日
頃
の
備
え
が
命
を

救
っ
た
現
場
を
紹
介
し
ま
す
。

AEDとは？
　AED（自動対外式除細動
器）は、けいれんして血液
を流すポンプ機能を失っ
た 状 態（心 室 細 動）の 心
臓に電気ショックを与え、
動きを正常に戻す医療機
器です。医療機器ですが、
どなたでも使用でき、操
作方法を音声ガイドで案
内してくれます。

目
の
前
で
突
然
、
大
切
な
家
族
や
友
人
が
倒
れ
、

心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
。

水
難
事
故
や
熱
中
症
が
起
こ
り
や
す
い
夏
に
向
け
、

命
を
救
う
た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
ま
す
。

（図）救命のリレー

〔心臓と呼吸が止まってからの時間経過〕 

（グラフ）
時間の経過と救命率の関係

居合わせた人が救命処置をした場合 
救急車が来るまで何もしなかった場合 
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Holmberg M et al. Effect of bystander 
cardiopulmonary resuscitation in out-of-
hospital cardiac arrest patients in Sweden. 
Resuscitation47:59-70, 2000. より、
一部改変して引用

早い119番通報 早い救急処置 早い救命医療早い応急手当
落ち着いて、はっきりと

119 番に通報する
救急救命士などの行う

高度な救急処置
医療機関における
高度な救命医療

救急車到着前の早い心肺蘇生と
早い除細動

総務省消防庁救命講習【配布用資料】より引用
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霧島市消防局警防課
救急救助係長
今村公俊さん（42）
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昨
年
、
心
肺
停
止
の
現
場
で

救
命
の
リ
レ
ー
を
行
っ
た
人
た
ち
の

声
を
聞
き
ま
し
た
。

命
を
救
っ
た

現
場
か
ら

昨
年
９
月
、
溝
辺
町
で
開
催
さ
れ
た
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
「
竹
子
ふ
る
さ
と

ウ
オ
ー
ク
」。
約
１
３
０
人
が
参
加
す
る
中
、

お
昼
の
休
憩
中
に
「
そ
の
時
」
は
突
然
や
っ

て
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
一
人
が
突
然
倒
れ
、
異
変
に
気

付
い
た
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
ら
が
仰
向
け
に

し
、
心
肺
停
止
状
態
を
確
認
。
す
ぐ
に
救
急

車
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
手
配
し
、
気
道
確
保
後
、
胸

骨
圧
迫
を
始
め
ま
し
た
。
主
催
者
で
用
意
し

て
い
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
５
分
後
に
到
着
。
Ａ
Ｅ
Ｄ

パ
ッ
ト
を
装
着
し
、
す
ぐ
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク

を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
胸
骨
圧
迫
を

続
け
た
と
こ
ろ
意
識
が
回
復
し
、
救
急
隊
が

到
着
し
た
こ
ろ
に
は
会
話
が
で
き
る
状
態
に
。

周
り
の
迅
速
な
対
応
や
救
命
訓
練
経
験
者

が
い
た
こ
と
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
事
前
準
備
が
あ
っ

た
こ
と
で
一
命
を
取
り
と
め
、
救
命
処
置
の

効
果
と
備
え
の
大
切
さ
が
実
証
さ
れ
た
事
例

で
し
た
。

経
験
と
定
期
的
な
講
習
が
役
立
ち
ま
し
た

周
り
の
人
と
協
力
し
な
が
ら

救
命
講
習
を
受
け
た
か
ら
こ
そ

事
前
の
備
え
が
大
事

皆
さ
ん
に
救
っ
て
い
た
だ
い
た
命

現
場
で
胸
骨
圧
迫
を
行
い
ま
し
た
。
40
年
間
の
教
員
時
代
に
何
度
も
救
命
講
習

を
受
け
、
現
在
の
職
場
で
も
年
１
回
は
講
習
を
受
け
て
い
ま
す
。
以
前
、
身

内
が
風
呂
場
で
倒
れ
た
と
き
に
も
経
験
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
倒
れ

て
か
ら
発
見
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
、
命
を
救
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
回
は
経
験
を
生
か
し
落
ち
着
い
て
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

１
秒
で
も
早
く
対
応
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
身
に
染
み
て
感
じ
ま
し
た
。

救
命
講
習
は
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
家
族
の
身
に
何
か
あ
っ

た
と
き
の
た
め
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
救
命
処
置
の
方
法
を
学
ん
で
い

た
の
で
胸
骨
圧
迫
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
周
り
に
講
習
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
人
や
経
験
者
が
い
た
こ
と
も
背
中
を
押
し
て
く
れ
ま
し
た
。
胸
骨

圧
迫
を
続
け
る
に
は
体
力
が
必
要
。
数
人
で
交
代
し
な
が
ら
継
続
し
て
で
き

た
こ
と
が
救
命
の
大
き
な
要
因
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

少
し
怖
さ
は
あ
り
ま
し
た
が
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
初
め
て
使
い
ま
し
た
。
起
動
す
る

と
音
声
ガ
イ
ド
が
始
ま
り
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
あ
た
え
る
パ
ッ
ド
を
貼
る
位

置
に
つ
い
て
も
イ
ラ
ス
ト
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
誰
が
使
っ
て
も
分
か
り
や

す
い
説
明
が
さ
れ
ま
す
が
、
何
よ
り
も
以
前
、
救
命
講
習
を
受
け
て
い
た
経

験
が
財
産
と
な
り
、
迷
わ
ず
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
講
習
を

受
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

万
が
一
に
備
え
て
毎
年
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
と
き
に
消
防
局
か
ら
借
り
て
い

た
Ａ
Ｅ
Ｄ
。
ス
タ
ッ
フ
も
ほ
と
ん
ど
の
人
が
講
習
を
受
け
た
こ
と
が
あ
っ
た

の
で
、
１
１
９
番
へ
の
通
報
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
手
配
な
ど
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
限
ら
ず
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
焦
ら
な
い
た

め
に
も
、
日
頃
か
ら
自
分
の
生
活
圏
の
ど
こ
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
し
て
あ
る
の

か
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

友
人
と
話
を
し
て
い
る
と
、
突
然
目
の
前
が
真
っ
暗
に
。
気
が
付
く
と
救
急

車
の
中
で
し
た
。
救
命
講
習
は
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
自

分
が
倒
れ
る
と
は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
場
で
私
の
命
を
救
う
た

め
、
必
死
に
な
っ
て
救
命
処
置
を
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
は
感
謝
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
今
で
は
、
毎
朝
１
時
間
半
、
約
９
㌔
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
で
き
る

ま
で
に
回
復
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

AEDは市内の公共施設や商業施設などに
設置されています。設置場所はインターネッ
トで確認できます。よく出掛ける場所など、
どこにAEDが設置されているのかを確認し、
万が一に備えましょう。

よ り 多 く のAED情 報 を 掲 載 す る た め、
AEDを設置している事業所などは情報提供

をお願いします。
■AEDが無いときは

近くにAEDが無いときや、夜間でAED設
置施設が開いてないときは、救急車が到着
するまで胸骨圧迫や人工呼吸を継続してく
ださい。「絶え間ない心肺蘇生」が救命率を高
めます。
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溝
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霧島市　AEDマップ 検索

マップで確認、AEDの設置場所

�問＝市消防局警防課  ☎（64）0432
AED緑マーク
24時間使用可

◎マップ内のAEDマークの色別表記について
AED黄マーク
昼間（該当施設が開いて
いる時間）使用可

AED赤マーク
施設外での使用不可
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救命処置の流れ（心肺蘇生法とAEDの使用）

必要なし必要あり

繰り返し 繰り返し

●❶反応なし

●❸呼吸を見る

呼吸なし

●❹胸骨圧迫

●❺人工呼吸

●❻AED装着

●❼心電図の解析

⃝強く（成人は約５㎝・小児と乳児は胸の厚さの約1/3）
⃝速く（100 〜 120回／分）　⃝絶え間なく（中断を最小にする）
⃝圧迫解除は胸がしっかり戻るまで

⃝人工呼吸ができないか、ためらわれる場合は胸骨圧迫のみ続ける
心肺蘇生（❹胸骨圧迫30回＋❺人工呼吸２回）を繰り返す

⃝電源を入れる　⃝電極パッドを装着する

⃝電気ショックは必要か？

救急隊に引き継ぐまで、または傷病者が目を開けたり、
普段どおりの呼吸が現れるまで心肺蘇生を続ける。

直ちに❹❺の心肺蘇生を再開

様子を見ながら
応援・救急隊を待つ

気道確保

●❽電気ショック１回
その後直ちに❹❺の心肺蘇生を
再開

普段どおりの
呼吸あり

※ 死
し

戦
せ ん

期
き

呼吸は心肺停止として扱う

※�心肺停止が起こった直
後には、しゃくりあげ
るような、途切れ途切
れに起きる呼吸が見ら
れることがあります。
この呼吸を「死

し

戦
せ ん

期
き

呼
吸（あえぎ呼吸）」とい
い、正常な呼吸（普段
どおりの息）ではあり
ません。

処置 観察

耳元で声を掛け、肩を優しくたたいて反
応を確認する。
呼び掛けなどに対して目を開けるか、何らか
の返答または目的のあるしぐさがなければ
「反応なし」と判断します。

1

周囲の人に119番通報とAED手配の依頼
をする。
救助者が１人の場合や、協力者が誰もいない
場合には、次の手順に移る前に、まず自分で
119番通報することを優先します。

2

胸と腹の動きを観察し、呼吸をしているか
を確認する。
しゃくりあげるような、途切れ途切れに起き
る呼吸の「死戦期呼吸（あえぎ呼吸）」は、正
常な呼吸（普段どおりの息）ではありません。

3

背筋を伸ばし両手を組み、胸が約５cm沈
むまでしっかり圧迫する。
疲れるので、救助者が２人以上いる場合は、
２分間を目安に交代して、絶え間なく続ける
ことが大切です。

4

空気がもれないよう鼻をつまみ１秒で息
を吹き込む。
１回目の吹き込みで胸が上がらなかった場合
には、もう一度気道確保をやり直し、吹き込
みを試みます（吹き込みは２回まで）。

5

AEDの電源を入れ、正しい位置に電極
パッドを貼る。
電極パッドは、右前胸部（右鎖骨の下で胸骨
の右）および左側胸部（脇の５～８cm下）の位
置に貼り付けます。

6

AEDによる解析中は傷病者の体に触れ
ない。
電気ショックを加える必要があると判断する
と「ショックが必要です」などの音声メッセー
ジが流れます。

7

電気ショックが必要な場合は、ショックボ
タンを押す。
ショックボタンを押すときは、必ず自分が傷
病者から離れ、さらに誰も傷病者に触れてい
ないことを確認します。

8

救命処置を学ぼう
平成30年度救命講習会
■普通救命講習
◦��日時＝毎月22日、午前９時～正午
◦���場所＝市消防局３階会議室
◦���対象
◦�個人または10人未満の団体
◦�中学生以上で市内に在住または
勤務している人

◦���講習内容
◦�成人に対する心肺蘇生法（７月の
み小児・幼児に対する心肺蘇生法）
◦�ＡＥＤの使用法
◦�異物除去法
◦�止血法
◦���定員＝30人程度
◦��受講料＝無料
◦���申込方法＝直接か電話
◦��申込期限＝毎月12日（12日が休日
の場合は、その前の平日まで）

事業所などに伺います
AEDの出前講座
■応急手当講座（AED等）
◦��対象＝市内に在住または通勤・通
学している10人以上のグループ

◦���日時＝年末年始を除く午前９時～
午後９時までの間で２時間以内

◦���場所＝市内の各事業所
◦���受講料＝無料
◦��申込方法＝開催の２週間前までに
予約が必要。希望の日程で開催
できない場合がありますので、事
前に問い合わせください。

イベントなどを行う団体に
AEDを貸し出します

市消防局では、条件を満たす団体
にAEDの貸し出しを行っています。
万が一に備え、ぜひご活用ください。

◦��対象＝市が共催する行事や市民が
主な対象となるイベントなどを行
う団体

◦��要件＝消防機関などが実施する普
通救命講習修了者などを配置する
こと

◦��台数＝４台
◦��申込方法＝借用申請書（市ホーム

ページからダウンロード可）を記
入し、市消防局警防課へ持参また
はファクス

�問・�申＝市消防局警防課
☎（64）0432、FAX（64）0845

も
し
大
切
な
人
が
目
の
前
で
倒
れ
た
ら
。

１
分
１
秒
を
争
う
救
命
の
現
場
で
あ
な
た
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
に
も
で
き
る

救
命
処
置

市
消
防
局
で
は
個
人
や
団
体
を
対
象
に
心

肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
な
ど
を
学
べ

る
救
命
講
習
や
出
前
講
座
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
た
人
の
命
を
救

う
た
め
に
は
、
１
１
９
番
通
報
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

手
配
な
ど
周
り
の
人
た
ち
の
協
力
が
大
き
な

力
に
な
り
ま
す
。
周
り
の
協
力
が
あ
れ
ば
、

体
力
が
必
要
な
胸
骨
圧
迫
も
交
代
し
な
が
ら

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
人
一
人
が
講
習
を
受
け
る
こ
と
で
、
助

け
ら
れ
る
命
は
確
実
に
増
え
ま
す
。
こ
の
機

会
に
救
命
処
置
に
つ
い
て
ぜ
ひ
学
ん
で
く
だ

さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
水
難
事
故
や
熱
中
症

な
ど
で
「
そ
の
時
」
は
い
つ
や
っ
て
来
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
救
命
の
知
識
と
少
し
の
勇

気
が
あ
れ
ば
一
秒
で
も
早
く
行
動
に
移
す
こ

と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
そ
の
一
秒
が
、
あ

な
た
の
大
切
な
家
族
や
友
人
の
“
一
生
”
を

救
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

■AEDは乳児にも使用できます
◦�AED本体に小児用の電極パッドが入っていたり、本体のモードを小児モードに

切り替えられたりする場合は、そちらを使用する。
◦�電極パッドを貼る位置は、電極パッドに表示されている絵に従う。
◦�小児用の電極パッドがないときは成人用を使用し、パッド同士が接触しないよう

に貼る。

■小児・乳児への胸骨圧迫

指２本で行う。圧迫の強さは胸の厚さの３
分の１が十分に沈む程度に。乳児だからと
いって弱く圧迫しては効果は得られない。

体格に応じて両手または片手で、胸の
厚さの３分の１が沈むまでしっかり圧
迫する。

子どもへの対応は異なるので注意

小児 乳児

➡

❷大声で叫び応援を呼ぶ
　119番通報・AED依頼

あなたにしか救えない命がある
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Topic of kir ishima city まちの話題

種100本以上の藤の花が咲く牧園町の和気公園
で４月中旬から下旬にかけて藤まつりがあり

ました。今年の開花は昨年より２週間早く、全国から
写真愛好家や家族連れなど３万７千人が来場しました。

縄
文の森春まつりが５月３日から５日にかけて国分
の上野原縄文の森で開催されました。多くの家

族連れなどが火おこしや弓矢作り、くん製肉やどんぐ
りうどんを食べるなど、縄文文化を疑似体験しました。

全
国の自治体広報を評価する全国広報コンクー
ル（日本広報協会主催）で「広報きりしま」平成

29年12月号の掲載写真（右ページ）が広報写真一枚写
真部で入選。同コンクールでの入賞は12年連続です。

和気公園の藤まつり、大盛況

縄文時代にタイムスリップ

広報誌が12年連続で全国入賞

国
分中央高校柔道部２年の中馬梨歩さんが、４月
に行われた全日本カデ（15歳以上18歳未満）柔

道体重別選手権大会・女子個人48㎏級で初優勝。国
際大会出場を前に５月７日、市長を表敬訪問しました。

牧
園町の福地建設による出前講座が４月20日、中
津川小学校であり全校児童23人が参加。発砲ス

チロールブロックを使う道路工事の工法を学び、一人
一人がブロックを電熱線で切断して椅子を作りました。

女子柔道で中馬さんが日本一

土木工事の楽しさを出前講座

霧島ふるさと大使が決定

霧島市初の女性消防士が誕生

キリシマツツジ鮮やかに咲く

地域に愛され丸岡公園50年

災害に備え宿泊施設と協定

t
o

p
i

c

霧
島市を全国にPRする第11代霧島ふるさと大使
の選考会が５月12日、国分公民館であり、い

ずれも国分在住の（写真左から）秋山恵
あや
乃
の
さん（25）、

堀切優
ゆう
里
り
さん（20）、児玉早

さき
さん（22）に決まりました。

隼
人町出身の工藤みなみさん（22）が４月、霧島市
初の女性消防士になりました。県消防学校で基

礎を６か月間学ぶ工藤さんは「早く一人立ちして、女
性の力が必要な現場で貢献したい」と意気込みました。

毎
年４月上旬になると美しい赤色の花を咲かせ
るキリシマツツジ。今年も霧島、溝辺、牧園の

個人宅３軒でオープンガーデンが開催され、訪れた人
は鮮やかに咲いたツツジの美しさに見入っていました。

昭
和43年に明治維新100周年の記念事業として
開園した横川町の桜の名所・丸岡公園。今年で

開園50周年を迎え、４月29日には同園で記念式典が
開催され、地域住民や関係者ら約350人が参加しました。

市
内外49の宿泊施設から成る県ホテル旅館生活
衛生同業組合霧島支部と市は、災害時に市の要

請で高齢者や障がい者などが宿泊施設を避難所として
利用できる協定を５月８日、市役所で締結しました。

ふっぎゃまぼっけもん会
惣陣が丘で30周年記念式典

福
山町の惣陣が丘の花文字を維持管理するなど、
地域おこしに励むNPO法人「霧島ふっぎゃまぼっ

けもん会」が今年で結成30周年を迎えました。毎年惣
陣が丘展望所で開催するつつじ祭りに合わせ４月29
日、記念式典を行いました。式典では、福山高校吹奏
楽部による演奏やユウスゲの植樹、来場者による紙飛
行機大会などがあり、記念に花を添えました。理事長
の川畑巧さん（68）は「これからも地域活性化のために
活動を続け50周年を目指したい」と力強く話しました。

市ホームページに掲載している「ま
ちの話題」にも、市内の出来事を
紹介していますのでご覧ください。

T o p i c  o f  k i r i s h i m a  c i t y

24
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ＦＭきりしま 番組表 検索

CIVIC NEWS

５
年
前
、「
Ｆ
Ｍ
き
り
し
ま
」

は
地
域
密
着
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

放
送
局
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

愛
称
は
「
プ
ラ
ス
き
り
し
ま
」。

放
送
を
通
し
て
、
人
と
人
、
地
域

と
地
域
を
つ
な
ぎ
、
新
し
い
魅
力

を
生
み
出
し
て
い
こ
う
と
名
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

霧
島
市
民
の
ラ
ジ
オ
局

放
送
は
24
時
間
。
市
役
所
か
ら

の
行
政
情
報
や
商
店
街
の
買
い
物

情
報
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
、
市

民
の
暮
ら
し
に
直
結
し
た
番
組
の

ほ
か
、
地
元
高
校
生
や
地
域
住
民

の
出
演
、
懐
か
し
の
音
楽
放
送
な

ど
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
大
雨
や
台
風
の
時
な
ど

平
成
５
年
８
月
１
日
、
霧
島
市

各
地
を
集
中
豪
雨
が
襲
い
ま
し
た
。

溝
辺
で
は
１
時
間
の
最
大
降
雨
量

が
１
０
４
㍉
、
７
月
31
日
か
ら
の

２
日
間
で
５
９
１
㍉
を
記
録
。
土

砂
崩
れ
が
市
内
各
地
で
発
生
し
、

国
分
で
７
人
、
隼
人
で
６
人
、
霧

島
で
４
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

市
内
各
地
で
は
豪
雨
に
よ
る
河

川
の
氾
濫
や
、
床
上
・
床
下
浸
水
、

橋
の
崩
壊
な
ど
で
孤
立
す
る
集
落

も
あ
り
ま
し
た
。
停
電
や
断
水
も

起
き
、
多
く
の
人
の
生
活
に
影
響

を
及
ぼ
す
な
ど
大
規
模
な
豪
雨
災

害
に
な
り
ま
し
た
。

梅
雨
や
台
風
の
時
期
は
、
降
雨

量
が
多
く
、
い
つ
自
然
災
害
が
起

こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
一
番
大

切
な
の
は
、
気
象
情
報
に
十
分
注

意
し
、
す
ぐ
に
避
難
で
き
る
よ
う

準
備
し
て
お
く
こ
と
で
す
。
今
の

う
ち
に
避
難
場
所
や
災
害
情
報
の

取
得
方
法
な
ど
を
確
認
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

は
防
災
情
報
を
随
時
放
送
し
て
い

ま
す
。

ラ
ジ
オ
以
外
で
も
聞
け
ま
す

Ｆ
Ｍ
き
り
し
ま
は
国
分
の
城
山

公
園
に
設
置
さ
れ
た
送
信
所
か
ら

放
送
し
て
い
ま
す
。
地
形
上
、
山

の
裏
側
な
ど
電
波
の
届
か
な
い
地

域
が
あ
り
ま
す
が
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
で
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
ほ
か
Ｆ
Ｍ
き
り
し
ま

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
パ
ソ
コ
ン

で
聞
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

番組の紹介

◎おはようきりしま
◦時間＝午前７時～９時（毎週月曜～金曜）
◦内容＝天気予報や市政情報

◎769よいやんせ霧島
◦時間＝午後３時～４時30分（毎週月曜～金曜）
◦�内容＝イベント情報や地元のお店紹介など、

ゲストも交えて話をする。

◎未来のキミへ～ Fromきりしま～
◦時間＝午後４時30分～５時（毎週金曜）
◦�内容＝国分・国分中央・隼人工業・霧島・福山

高校の生徒が担当する番組で、学校生活など
の話をする。

※�そのほか多くの番組があります。番組表などの詳
細は、ホームページでご確認ください。

ＦＭきりしま開局５周年
周波数は76.9MHz
平成25年６月27日に開局した「FMきりしま」が５周年を迎えます。
６月27日（水）は開局記念番組を午前７時から12時間生放送します。

スポンサー募集
FMきりしまを一緒に盛り上げてくれるスポ
ンサーを随時募集しています。

＝ＦＭきりしま事務局  ☎（73）7070

８
・
１
水
害
か
ら
25
年

25
年
前
の
夏
、
霧
島
市
は
記
録
的
な
長
雨
の
中
に
起
き
た
集
中
豪
雨
で
死
者
が
出
る
な
ど
、

大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
地
球
温
暖
化
な
ど
の
影
響
で
集
中
豪
雨
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

災
害
に
対
す
る
あ
な
た
の
備
え
は
大
丈
夫
で
す
か
。

各地で断水し、給水車が出動川が氾濫し、旧横川町役場１階と駐車場が水没

濁流により崩壊した日当山橋隼人町松永地区で民家を直撃した土砂崩れ

災害関連情報の取得方法
■防災行政無線

市内全域に設置してある屋外スピー
カーから放送。
■緊急速報メール

市内にいる携帯電話利用者に県や市か
ら一斉送信。
■MBCデータ放送

MBCテレビを視聴し、リモコンのｄボ
タンを押す。メニューの中から「霧島市
からのお知らせ」を選択し、決定ボタンを
押す。

■南九州ケーブルテレビネット
災害時には画面に自動表示。

■FMきりしま
FMラジオの周波数を76.9MHzに合わ

せる。スマートフォンでは、P11の二次
元バーコードからアプリをダウンロード
して聞くことが可能。

避難行動
■屋外に出られるとき

指定避難所や強固で高い近隣の建物へ、
携帯電話、ラジオ、救急医療品、貴重品、
懐中電灯、非常食品などを持って避難。
■夜間や大雨で外出が危ないとき

外には出ず、建物内の安全な場所（建
物の２階以上や崖と反対方向など）で待機。
※�河川氾濫の浸水想定区域や土砂災害警戒

区域などに住んでいる人は、早めに避難
を。指定避難場所は総合防災マップや市
ホームページなどでご確認ください。

アプリの
ダウンロードは
こちらから⇩

＝安心安全課  ☎（64）0997
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代表者：代表取締役　林  雅文
操　業：平成27年11月
資本金：4,000万円
売上高：７億1,500万円（平成29年度）
従業員数（男／女）：45人（43人/2人）
平均年齢：41歳
有給休暇の平均取得日数：５日／年

月平均残業時間：30時間
育児休業取得率（男／女）：0％、対象者なし（H26 ～ H29年度）
平成29年採用実績（新卒／それ以外）：11人（0人/11人）
初任給：15万円～ 25万円
勤務時間：２交代制	 ４勤２休の場合（年間休日121日）
	 ①午前８時～午後６時 
	 ②午後８時～午前６時

霧島市にはたくさんの企業があり、そこで多くの若者が生き生きと働いています。
このコーナーでは、そんな企業や若者の暮らしを紹介します。
第12回は㈱さつまファインウッドの大山俊

とし

也
や

さん（26）です。
就職を控える生徒や学生の皆さん、ぜひ霧島市で働き・暮らすという未来を描いてみませんか。

国
分
の
上
野
原
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
で
住
宅

用
木
材
を
製
造
し
て
い
る
㈱
さ
つ
ま

フ
ァ
イ
ン
ウ
ッ
ド
。
国
産
の
ス
ギ
材
を
使
っ

て
断
面
が
１※

２
イ
ン
チ
×
４
イ
ン
チ
の
「
２ツ

ー

×バ
イ

４フ
ォ
ー

材
」
や
、
よ
り
断
面
の
大
き
い
「
２ツ

ー

×バ
イ

６シ
ッ
ク
ス

材
」
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
製
造
過
程

で
出
る
余
っ
た
ス
ギ
材
も
ギ
ザ
ギ
ザ
の
切
れ

目
を
入
れ
、
切
れ
目
同
士
を
接
着
剤
で
し
っ

か
り
と
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
加
工
を
施
し
製
品

に
。
そ
れ
ら
は
全
て
２※
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
の
認
定

を
受
け
て
い
ま
す
。
生
産
量
は
年
間
約
４
万

立
方
㍍
。
２
×
４
材
の
生
産
量
は
日
本
一
を

誇
り
ま
す
。

２
×
４
材
を
使
っ
た
建
築
工
法
を
「
ツ
ー

バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
」
と
い
い
、
合
板
と
均
一

の
大
き
さ
の
木
材
を
組
み
合
わ
せ
て
壁
や
床
、

天
井
な
ど
の
面
を
作
り
、
そ
れ
ら
を
組
み
立

て
て
部
屋
が
完
成
。
面
構
造
で
機
密
性
が
高

く
、
耐
震
性
や
耐
火
性
に
優
れ
、
主
に
大
手

ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
に
供
給
し
て
い
ま
す
。

品
質
は
機
械
に
よ
る
強
度
測
定
と
目
視
で

厳
格
に
検
査
。
優
れ
た
強
度
な
ど
が
評
価
さ

れ
、
今
年
の
２
月
に
全
国
か
ら
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格

の
製
材
が
集
ま
っ
た
展
示
会
で
最
高
賞
と
な

る
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

製
品
の
目
視
検
査
を
担
当
す
る
の
が
、
入

社
２
年
目
の
大
山
俊と

し

也や

さ
ん（
26
）で
す
。
高

校
で
農
業
土
木
を
学
ん
だ
り
、
理
容
師
を
し

た
り
す
る
な
ど
何
か
を
作
り
出
す
こ
と
が
好

き
で
入
社
を
決
意
し
ま
し
た
。
加
工
を
し
た

製
品
に
強
度
不
足
の
原
因
と
な
る
穴
な
ど
が

無
い
か
を
検
査
し
て
お
り
、「
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格

製
品
の
見
極
め
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
上

司
の
丁
寧
な
指
導
な
ど
も
あ
り
、
確
実
に

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と

話
し
ま
す
。
今
で
は
加
工
の
命
と
も
い
え
る

機
械
刃
の
研
磨
も
担
当
。
社
内
で
も
大
山
さ

ん
を
含
め
２
人
し
か
で
き
な
い
作
業
で
、「
会

社
か
ら
の
信
頼
を
感
じ
た
り
、
自
社
製
品
で

建
て
ら
れ
た
家
を
見
た
り
す
る
と
、
や
り
が

い
を
感
じ
ま
す
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

昨
年
、長
男
が
生
ま
れ
た
大
山
さ
ん
。「
出

産
時
に
は
特
別
休
暇
が
も
ら
え
ま
す
。
平
日

に
も
休
み
が
取
り
や
す
く
、
家
族
と
の
時
間

を
大
切
に
考
え
て
く
れ
る
会
社
で
す
」
と
笑

み
を
こ
ぼ
し
ま
す
。

取材協力企業

ワーク
vol.12

◦場所＝国分野口町2-2  ２階
◦�営業時間＝午前10時～午後８時
◦店休日＝月曜　◦駐車場＝５台
問＝DIG×DUG　☎（47）5099

h
ヘ ア

air a
ア ト リ エ

telier D
デ ィ グ

IG×D
ダ グ

UG

高品質の住宅用国産木材で農林水産大臣省を受賞。

若い社員も

活躍できる

職場です。

以 前、理容師だった私がお勧めするのは
国分野口町の美容室「DIG×DUG」。完

全予約制の少人数サロンなので落ち着いた雰囲
気で、ゆっくりとくつろげるプライベートな空
間です。シャンプーやカラーリングの薬剤など
はスタッフの方が納得したものだけを使用して
います。

どんな髪型にしようか迷ったときなど、丁寧
に時間をかけてカウンセリングを行い、髪質や
季節感などを考慮したヘアスタイルを提案して
もらえます。スタッフの皆さんは、表現力や技
術を磨くため、ヘアコンテストなどにも積極的
に参加。手掛けたヘアスタイルは全国で発売さ
れている有名ファッション誌にも掲載されてい
ます。　

今夏にはビルの１階部分まで店舗を広げてリ
ニューアル予定。ぜひ行ってみてください。

OFF

ON
お勧め

国分上野原テクノパーク1247-23　☎0995（73）8186
http://www.satsumafw.co.jp

㈱さつまファインウッド

24 123
222

321

420

519

6
18

717

816

915

1014
1113 12

睡眠

起床、朝食

退勤

準備
通勤

残業

子どもと入浴
夕食

だんらん

勤務休憩休憩

勤務勤務

勤務

昼
食

1 日の
タイム

テーブル

国産スギ材を使った
「２×４材」の
生産量が日本一

※１…１インチは約２.54cm。
※２…農林水産省令に基づく強度、材質、寸法などの適合基準を満たす規格。

㈱さつまファインウッド
生産技術課 勤務

大山 俊
と し

也
や

さん（26）
福山町出身。東京ヘアビューティ
専門学校理容科卒業。平成28年
入社。趣味は一眼レフカメラ。妻
と子の３人暮らし。隼人町在住。

扌市ホームページで、この
コーナーのバックナンバー
をご覧いただけます。
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今
年
は
明
治
維
新
百
五
十
年
の
節
目
の
年

で
す
。
今
回
は
、
明
治
政
府
の
統
治
に
よ
る

地
方
行
政
（
市
町
村
）
の
変へ

ん
せ
ん遷

に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

中
央
と
地
方
の
二
重
統
治

徳
川
幕
府
末
期
の
地
方
は
、
二
つ
の
権
力

に
よ
り
統
治
さ
れ
て
い
ま
し
た
。一
つ
が「
幕

府
」。
京
都
、
１※

大
坂
、
長
崎
な
ど
の
重
要
な

拠
点
を
含
め
全
国
に
あ
る
直
轄
地
（
２※

天
領
）

に
城じ

ょ
う
だ
い代、

所し
ょ
し
だ
い

司
代
、
郡

こ
お
り

奉ぶ
ぎ
ょ
う行

、
代
官
を
置
き
、

直
接
支
配
し
て
い
ま
し
た
。
も
う
一
つ
が

「
藩
」。
全
国
に
二
百
二
十
七
藩
あ
り
、
幕
府

が
間
接
的
に
支
配
し
な
が
ら
も
、
藩
主
が
絶

対
的
な
支
配
権
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

政
権
が
明
治
政
府
に
移
る
と
、明
治
二（
一

八
六
九
）年
の「
版
籍
奉
還
」で
各
藩
主
が
土

明
治
維
新
と
霧
島 

そ
の
❷

明
治
維
新
と
地
方
自
治

明治天皇より廃藩置県の詔（みこと
のり）が下される様子
（小堀鞆音（ともと）画）

七
八
）
年
に
「
郡
区
町
村
編
制
法
」
を
制
定
。

町
村
を
基
本
単
位
と
し
て
認
め
、
郡
お
よ
び

五
町
村
程
度
を
管
轄
す
る
戸こ

長ち
ょ
う

役
場
を
置
き

ま
し
た
。
し
か
し
府
県
、
郡
役
所
、
戸
長
役

場
、
町
村
と
い
う
複
雑
な
四
層
構
造
が
生
ま

れ
た
た
め
、
行
政
運
営
に
適
し
た
規
模
の
町

村
の
再
編
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

明
治
政
府
は
明
治
二
十
一
（
一
八
八
八
）

年
に
市
制
と
町
村
制
を
公
布
し
、
内
務
大
臣

訓
令
で
各
地
方
長
官
に
町
村
合
併
の
推
進
を

指
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
町
村
数
は
同

年
末
の
七
万
千
三
百
十
四
か
ら
一
年
間
で
一

万
五
千
八
百
二
十
と
約
五
分
の
一
に
減
少
し

ま
し
た
。
町
村
の
標
準
規
模
は
、
当
時
の
小

学
校
一
校
の
区
域
と
な
る
約
三
百
戸
か
ら
五

百
戸
と
さ
れ
ま
し
た
。

霧
島
で
の
地
方
自
治
の
推
移

霧
島
市
一
帯
は
、
明
治
四
年
の
廃
藩
置
県

で
都
城
県
の
所
属
と
な
り
ま
し
た
が
、
明
治

六
（
一
八
七
三
）
年
一
月
、
都
城
県
は
廃
止

さ
れ
、
鹿
児
島
県
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
ち

な
み
に
都
城
県
の
５※

参
事
に
は
、
霧
島
田
口

地
と
領
民
を
天
皇
に
返
上
し
ま
し
た
が
、
藩

主
は
「
知ち

藩は
ん

事じ

」
と
し
て
引
き
続
き
藩
を
統

治
し
ま
す
。
一
方
、
幕
府
の
直
轄
地
や
３※

旗

本
の
支
配
地
な
ど
に
は
、
政
府
の
直
轄
地
と

し
て
「
府
」
と
「
県
」
が
置
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
に
「
知
事
」
が
任
命
さ
れ
ま
す
。

全
国
に
府
、
県
、
藩
が
並
存
す
る
こ
の
状

態
は
、
統
治
の
効
率
が
悪
い
上
、
軍
の
統
率

性
を
欠
い
た
た
め
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）

年
の
「
廃
藩
置
県
」
で
藩
が
廃
止
さ
れ
、
全

国
が
三
府
三
百
二
県
と
な
り
ま
す
。
各
府
県

の
長
官
は
「
県
令
」
に
統
一
さ
れ
、
呼
称
は

明
治
十
九
年
ま
で
続
き
ま
し
た
。

「
町
村
」の
再
編

国
民
の
暮
ら
し
は
、
明
治
維
新
後
も
江
戸

時
代
か
ら
の
自
然
発
生
的
な
４※

地
縁
共
同
体

で
あ
る
「
町
」「
村
」
に
よ
る
自
治
が
続
い

て
い
ま
し
た
。

明
治
政
府
は
当
初
、
中
央
の
命
令
の
伝
達

と
施
行
の
み
を
行
う
大
区
小
区
制
を
敷
き
ま

し
た
が
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
ず
国
民
の
反

発
を
招
き
ま
す
。
そ
こ
で
明
治
十
一
（
一
八

の
桂
内
地
区
を
開
拓
し
た
元
薩
摩
藩
家
老
・

桂
久
武
が
任
命
さ
れ
て
い
ま
す
。

霧
島
に
お
け
る
明
治
四
年
の
頃
の
郷ご

う

（
後

に
村
と
な
る
）
と
村
（
後
に
大
字
と
な
る
）

は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

姶
良
郡

溝
辺
郷	

�

有
川
村
、
竹
子
村
、
三
縄
村
、
崎
森
村
、

麓
村

桑
原
郡

横
川
郷	

�

中
ノ
村
、
下
ノ
村
、
上
ノ
村

踊
郷	

�

宿
窪
田
村
、
三
体
堂
村
、
万
膳
村
、
上

中
津
川
村
、
下
中
津
川
村
、
持
待
村

西
襲そ

の

山や
ま

郷	
�

西
光
寺
村
、
東
郷
村
、
嘉
例
川
村
、
朝

日
村

囎
唹
郡

敷
根
郷	

�

麓
村
、
湊
村
、
上
之
段
村
、
濱
町

清
水
郷	

�

弟
子
丸
村
、川
原
村
、
姫
城
村
、
郡
田
村

東
襲
山
郷	

�

重
久
村
、
松
永
村
、
大
窪
村
、
田
口
村
、

川
北
村

福
山
郷	

�

福
山
村
、
福
山
浦
町
、
福
澤
村
、
佳
例

川
村

国
分
郷	

�

上
小
川
村
、
向
花
村
、
野
口
村
、
府
中

村
、
新
田
村
、
本
町
、
唐
仁
町
、
小
村
、

福
島
村
、
松
木
村
、
上
井
村
、
下
井
村
、

真
孝
村
、
住
吉
村
、
濱
之
市
町
、
野
久

美
田
村
、
小
濱
村
、
小
田
村
、
内
山
田
村
、

見
次
村
、
内
村

『
鹿
児
島
県
市
町
村
変
遷
史
』よ
り
抜
粋

（
文
責
＝
鈴
）

※
１　
現
在
の
大
阪
。
当
時
の
表
記
は
大「
坂
」だ
っ
た
。

※
２　

�

大
政
奉
還
に
よ
り
幕
府
領
が
天
皇
の
御
領
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

※
３　
将
軍
に
謁
見（
え
っ
け
ん
）で
き
る
一
万
石
未
満
の
幕
臣
。

※
４　
昔
か
ら
住
ん
で
い
た
地
域
共
同
体
。
町
内
会
。

※
５　
知
事
ま
た
は
次
官
に
当
た
る
役
職
。

↑

な
ぜ
か
元
気
に
な
る

�

蒸
し器のふたを開けると蒸気と
共に、部屋中に広がる独特の

香り。けせんの葉で小豆団子を挟んだ
鹿児島の郷土菓子・けせん団子です。
「けせん」とは鹿児島弁で肉

にっ
桂
けい
（シナ

モン）のこと。鹿児島では庭先によく
植えられ、葉に殺菌作用があることか
ら用いられるようになりました。
「けせん団子は香りが命。摘みたて
の新鮮な葉で作り、一晩寝かせると
団子に香りがなじんでおいしい」と話
すのは隼人町内山田の有馬静代さん
（61）。あくまきやいこもちなど郷土
菓子作りが得意だった母・ハギ子さん
（91）のけせん団子が大好きでした。
「隼人町小浜の実家に住んでいた子

どもの頃は近所に大きなけせんの木が
あって。その葉を母がもらい作ってく
れました。縁側に座って食べていると、
団子を蒸したいい匂いに釣られてご近
所さんが集まって来てね。にぎやかで
楽しい思い出」と振り返ります。
その木も有馬さんが結婚して実家を
離れた約30年前に枯れ始めます。す
るとある日突然、実家の裏にけせんの
木が現れました。「家族思いだった今
は亡き父が、ひそかに買ってきて植え
てくれた物。けせん団子が好きな家族
への、内緒の贈り物のようでした」。
有馬さんは５年前に料理教室で作り
方を学ぶと、実家の木から葉をもらい、
年に10回ほど作っています。高齢で

団子が作れなくなったハギ子さんに届
けると「上手にできちょっ。あんたが
作るようになるなんて」と頬張る姿に、
うれしそうな表情を浮かべる有馬さん。
母親をいたわるように、これからもけ
せんの木を大切に守っていきます。

思い出香る「けせん団子」

〈材料〉（15個）
団子粉（米粉）…100g、
さらしあん（小豆の粉）…
100g、砂糖…100g、塩
…一つまみ、水…150cc
程度、けせんの葉…30枚

〈作り方〉
①�けせんの葉以外の材

料をボウルに入れ、水
を少しずつ加えなが
ら混ぜる。

②�耳たぶくらいの硬さ
になったら、葉の大き
に合わせて平たく整
え、両面に葉を付ける。

③�蒸し器に入れ（重ねて
もよい）、15分程度蒸
す。

※�1日置いたほうが、団
子に香りがよく付く。

FMきりしま
（周波数：76.9MHz）で、
この「思い出の味」を
鹿児島弁で紹介します。
◦�放送日時＝６月14日（木）午後３時

30分～、○再 ６月15日（金）午前10
時30分～

◦�コーナー名＝「SHIKOと堀ちゃん
のかごっま弁で語いもんそぉ」

けせん団子

有馬 静代さん（61）

隼人町

Recipe
レシピ

Taste of m
em

ories

実家の裏のけせんの木（写真左）

そ 

お

く
わ
ば
ら
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人
が
好
き
、
ふ
る
さ
と
が
好
き
。
霧
島
や
鹿
児
島
の

魅
力
を
も
っ
と
発
信
し
て
い
き
た
い
」。
そ
う
目

を
輝
か
せ
る
の
は
、
隼
人
町
の
赤
塚
里
美
さ
ん（
28
）で
す
。

霧
島
市
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
ふ
る
さ
と
大
使
や
県
内
各
地

の
魅
力
を
現
地
か
ら
ラ
ジ
オ
中
継
す
る
Ｍ
Ｂ
Ｃ
（
㈱
南
日

本
放
送
）
ポ
ニ
ー
メ
イ
ツ
を
経
て
、
こ
の
春
か
ら
同
局
の

タ
レ
ン
ト
と
し
て
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

座
右
の
銘
は
「
一
期
一
会
」。「
全
て
の
出
会
い
は
一
度

き
り
」
と
い
う
茶
道
の
教
え
か
ら
転
じ
、「
一
瞬
を
大
切

に
し
て
、
最
善
を
尽
く
す
」
と
い
う
意
味
の
こ
と
わ
ざ
で

す
。
そ
の
言
葉
ど
お
り
自
分
の
気
持
ち
に
正
直
に
、
何
事

に
も
真
剣
に
向
き
合
う
中
で
、
赤
塚
さ
ん
は
大
き
く
飛
躍

し
て
い
き
ま
す
。

最
初
の
転
機
は
、
就
職
し
た
地
元
銀
行
で
の
出
会
い
で

し
た
。
そ
こ
で
ふ
る
さ
と
大
使
を
務
め
て
い
た
職
場
の
先

輩
に
憧
れ
、
24
歳
で
大
使
に
応
募
し
合
格
し
ま
す
。
仕
事

と
両
立
し
な
が
ら
、
大
使
と
い
う
立
場
へ
の
重
圧
と
戦
っ

た
１
年
間
。
全
国
を
回
る
中
で
霧
島
の
良
さ
に
気
付
い
た

赤
塚
さ
ん
は
「
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
も
っ
と
伝
え
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
り
、
大
使
卒
業
時
に
「
放
送
業

界
へ
の
転
職
」と
い
う
大
き
な
決
断
を
し
ま
す
。「
応
援
し
、

踏
み
出
す
勇
気
を
く
れ
た
職
場
や
出
会
っ
た
皆
さ
ん
の
お

か
げ
」
と
感
謝
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

晴
れ
て
ポ
ニ
ー
メ
イ
ツ
に
な
っ
た
赤
塚
さ
ん
か
ら
あ
ふ

れ
る
の
は
「
地
元
愛
」。
朝
７
時
前
に
中
継
場
所
へ
到
着

す
る
た
め
、
実
家
か
ら
鹿
児
島
市
の
会
社
近
く
に
転
居
し

ま
し
た
が
、
１
年
で
実
家
へ
戻
り
ま
す
。「
起
床
が
深
夜

３
時
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
大
好
き
な
温
泉
と
地
元

の
人
や
景
色
に
囲
ま
れ
る
安
ら
ぎ
が
何
よ
り
で
し
た
。
大

好
き
な
霧
島
で
の
中
継
を
失
敗
し
な
い
か
不
安
で
眠
れ
な

い
時
期
も
あ
っ
た
く
ら
い
、
こ
こ
が
好
き
な
ん
で
す
」
と

お
ど
け
ま
す
。

顔
が
映
ら
な
い
ラ
ジ
オ
中
継
で
す
が
、
赤
塚
さ
ん
は
本

番
で
も
打
ち
合
わ
せ
で
も
笑
顔
が
絶
え
ま
せ
ん
。「
初
め

て
ラ
ジ
オ
に
出
る
方
は
み
ん
な
不
安
。
事
前
の
打
ち
合
わ

せ
か
ら
笑
顔
で
接
す
る
こ
と
が
、
緊
張
を
解
い
て
魅
力
を

引
き
出
す
私
な
り
の
こ
つ
で
す
。
中
継
後
の
皆
さ
ん
の
笑

顔
が
一
番
の
ご
褒
美
」
と
自
信
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
再
び
飛
躍
の
好
機
が
訪
れ
ま
す
。
大
使
の

と
き
に
一
度
見
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ミ
ス
・
ユ
ニ

バ
ー
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
鹿
児
島
大
会
か
ら
、
知
人
を
通
じ
て

出
場
案
内
が
届
き
ま
す
。
積
み
重
ね
た
自
信
で
弱
気
を
振

り
払
い
、「
最
初
で
最
後
の
挑
戦
」
と
臨
ん
だ
昨
年
の
大

会
で
は
最
終
選
考
に
残
り
、「
全
力
で
自
分
と
向
き
合
え

た
大
切
な
時
間
」
と
晴
れ
や
か
な
表
情
を
浮
か
べ
ま
す
。

タ
レ
ン
ト
と
な
っ
た
今
、「
成
長
し
た
私
を
お
茶
の
間

に
見
せ
た
い
。
そ
れ
が
見
守
っ
て
く
れ
る
皆
さ
ん
へ
の
恩

返
し
に
な
る
」
と
力
強
く
話
す
赤
塚
さ
ん
。「
一
期
一
会
」

を
胸
に
、
ふ
る
さ
と
・
霧
島
の
魅
力
を
届
け
る
彼
女
の
活

躍
が
楽
し
み
で
す
。

Vol.132THE SCENE

霧島に生きる

赤
塚 

里
美
さ
ん（
28
）

隼
人
町
出
身
。
身
長
１
７
０
㌢
。
小
中
高
と
応
援
団
に
入
る
な
ど
活
発
な
性
格
。
特
技
は
電
卓

の
早
打
ち
と
カ
ー
ナ
ビ
無
し
で
県
内
ど
こ
へ
で
も
行
け
る
こ
と
。
現
在
、
Ｍ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
の
「
た

ん
ぽ
ぽ
倶
楽
部
」
や
「
城
山
ス
ズ
メ
」
な
ど
で
中
継
を
担
当
。
隼
人
町
在
住
。

「
一
期
一
会
」を
胸
に

s
l

o
w

 
l

i
f

e

❶ポニーメイツの同期二人と一緒にポーズ（左が赤塚さん）　❷ミス・ユニバース・ジャパン鹿児島大会最終選考の
模様（左から２人目が赤塚さん）　❸城山スズメの生中継でインタビューする赤塚さん

❶ ❷ ❸
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世 界 に ひ ら く 、 人 と 自 然 ・ 歴 史 ・ 文 化 が ふ れ あ う 都 市 を 目 指 し て

霧
島
市
は
、
進
む
べ
き
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
的
な
指
針
と
し
て
、

平
成
30
年
度
か
ら
10
年
間
を
期
間

と
す
る
「
第
二
次
霧
島
市
総
合
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

そ
の
基
本
方
針
の
概
要
を
６
回

に
わ
た
り
紹
介
し
ま
す
。
第
２
回

目
は
、「
産
業
の
活
力
が
あ
ふ
れ
、

交
流
と
賑
わ
い
が
生
ま
れ
る
ま
ち

づ
く
り
」
で
す
。

公
共
交
通
と
観
光
振
興

霧
島
市
は
、
鹿
児
島
県
本
土
の

ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、
空
港
や

高
速
道
路
、
鉄
道
を
有
す
る
交
通

の
要
所
で
す
。

こ
の
地
域
特
性
を
生
か
し
、
国

内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
、

人
々
が
行
き
交
う
ま
ち
を
創
造
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
市
が
有
す

る
多
彩
な
観
光
資
源
を
さ
ら
に
磨

き
上
げ
る
と
と
も
に
、
観
光
振
興

や
ま
ち
づ
く
り
な
ど
多
角
的
な
視

点
か
ら
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可

能
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
を
目
指
し
ま
す
。

産
業
活
性
化
と
雇
用
確
保

本
市
は
、
先
端
技
術
産
業
を
中

心
と
す
る
製
造
業
、
茶
や
畜
産
物

に
代
表
さ
れ
る
農
林
水
産
業
、
旅

まちの未来予想図Ⅱ●
第 二 次 霧 島 市 総 合 計 画 が 決 ま り ま し た

「にぎわい」　産業の活力があふれ、
交流と賑わいが生まれるまちづくり

館
・
ホ
テ
ル
な
ど
の
観
光
業
、
多

種
多
様
な
商
店
に
よ
る
商
業
な
ど

が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

経
済
活
動
の
活
性
化
に
よ
り
、
雇

用
や
市
民
が
安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
環
境
が
創
出
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
創
業
し
や
す
い
環

境
整
備
や
地
場
産
業
の
競
争
力
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
社
会
経
済

環
境
の
変
化
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
企
業
誘
致
を
進
め
る
こ
と
で
、

働
く
場
の
確
保
と
若
者
の
地
元
へ

の
就
職
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

農
林
水
産
の
ブ
ラ
ン
ド
化

農
林
水
産
業
の
経
営
基
盤
を
強

化
し
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
に

よ
る
強
い
農
林
水
産
業
を
育
成
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
本
市
の
恵
ま
れ

た
地
域
特
性
を
生
か
し
た
６
次
産

業
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
に
よ

る
農
林
水
産
物
の
付
加
価
値
向
上

や
、
地
産
地
消
・
地
産
外
消
を
推

進
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
策
を
進
め
る
こ
と

で
、
産
業
の
活
力
が
あ
ふ
れ
、
交

流
と
賑
わ
い
が
生
ま
れ
る
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

次
回
は
「
み
ど
り
あ
ふ
れ
る
快

適
で
暮
ら
し
続
け
た
い
ま
ち
づ
く

り
」
で
す
。

I N T E R V I E W

家族が食べる作物を自分の手で作りたいとい
う思いが強まり昨年６月、長年の夢だった

農家になりました。脱サラして就農したので、収
入が減る就農前の研修期間や燃料費などがかか
る就農直後は、国による交付金助成事業に助けら
れました。現在は広瀬に借りた５haの田畑で米や
野菜を作り、充実した毎日を送っています。

「く ら し」　みどりあふれる快適で暮らし続けたいまちづくり
「や さ し さ」　誰もが支えあいながら生き生きと暮らせるまちづくり
「は ぐ く み」　社会を生き抜く力と生涯を通じて学びあう力を育むまちづくり
「きょうどう」　市民とつくる協働と連携のまちづくり
「し ん ら い」　信頼される行政経営によるまちづくり

本計画にはまちづくりの基本方
針や施策体系、各施策の成果を測
るための指標のほか、私たち市民
みんなができることを掲載してい
ます。
計画書は霧島
市役所４階の情
報公開室や隼人
地域振興課、各
総合支所地域振
興課、各図書館、
市ホームページ
などで閲覧できます。
問＝企画政策課  ☎（64）0914

農林水産業の
担い手の
育成 ･確保

農
家
の
減
少
や
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
農
業
や
農
村
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成
が

喫
緊
の
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
は
45
歳
未
満
の
就
農
希
望
者
に
、
就
農
前
後

の
生
活
や
経
営
を
安
定
さ
せ
る
資
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
霧
島
市
で
は
、
よ
り

就
農
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
今
年
度
か
ら
55
歳
未
満
の
人
に
も
独
自
に

助
成
を
開
始
。
親
と
同
じ
分
野
の
就
農
者
に
も
助
成
の
門
戸
を
広
げ
ま
す
。

�問
＝
農
政
畜
産
課 

☎（
64
）０
８
８
２

シリーズ
❷

商工業者の持続的な経営安定や経
営基盤の強化につながる各種支援策
の充実を図るとともに、創業しやす
い環境整備など創業者の支援に努め
ることで、商工業者の所得向上を目
指します。
商業集積地域の魅力づくりに取り
組み、商店街に人が集まり安全・安
心に買い物ができるよう支援します。
さらに、産官学・農商工連携を推進
し、霧島産物を生かした新商品の開
発や「霧島ブランド」の確立、販路
拡大を目指します。

地域経済を支える
商工業の振興

施
策
１

本市の農林水産業は、従事者の高
齢化や後継者・担い手不足、農地や
山林の荒廃などが問題となっていま
す。
そこで農林水産業の生産性の向上

や担い手・新規就労者の確保・育成に
努めるとともに、農林水産業を支え
る基盤整備に取り組みます。地域特
性を生かした農山漁村の振興を図り、
良質で付加価値の高い農林水産物の
生産などを通じて、農林水産業者の
所得が向上し、後継者の確保につな
がる好循環を目指します。

活力ある
農・林・水産業の振興

施
策
３

本市の地理的特性を生かした工業
用地の確保や情報通信環境などの整
備を推進するとともに、高等専門学
校や大学などが市内に立地するとい
う人材確保の面での優位性を生かし
た積極的な企業誘致活動を展開し、
活力ある産業基盤をつくります。
さらに、企業やハローワーク、教

育機関などさまざまな主体との連携
を強化し、市民が安心して働き、安
定的な暮らしを送ることができるよ
う、多様な働き方を支える環境づく
りに努めます。

強みを生かした
企業誘致と雇用の促進

施
策
２

大自然に恵まれた、魅力あふれる
「観光地・霧島」という認識を市民と
共有し、国内外の観光客に「選ばれ
る」「また訪れたくなる」観光地づく
りを目指します。そのため、観光客
のニーズに合った観光素材の創出や
活用、インターネットなどによる効
果的な情報発信を推進します。
併せて「観光地・霧島」としてのブ
ランド戦略を明確にし、市民、地域、
観光関係者一体となったおもてなし
や安心で快適な観光地づくりを展開
します。

地域特性を
生かした観光の推進

施
策
４

本市は、空港やJR日豊本線・肥薩
線、九州縦貫自動車道・東九州自動
車道がある、南九州の交通の要所で
す。この環境の下、関係団体などと
連携し、JRや路線バスなど地域の実
情に合わせた公共交通機関の維持を
目指します。
地域内移動や中心市街地へのアク

セス、空港・JRなど交通結節点から
の乗り換え需要などの利用者ニーズ
を適切に把握し、誰もが分かりやす
く安心して利用でき、持続可能な公
共交通ネットワークを構築します。

持続可能な
地域公共交通
ネットワークの構築

施
策
５

総合計画って
どんなもの?

◎
新
規
就
農
者

厚
地 

則
和
さ
ん（
39
）

（
国
分
在
住
）

6つの
基本方針
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K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N

お
知
ら
せ

ア
ス
ベ
ス
ト
分
析
調
査
・

木
造
住
宅
耐
震
診
断
や

耐
震
改
修
へ
補
助
金

■
ア
ス
ベ
ス
ト
分
析
調
査

⃝
�

条
件
＝
調
査
す
る
建
物
が
平
成

18
年
９
月
30
日
以
前
に
建
築

（
竣
工
）さ
れ
、
天
井
な
ど
に
吹

き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
施
工
さ

れ
て
い
る
恐
れ
が
あ
る
建
築
物

で
、
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

に
調
査
が
完
了
す
る
こ
と

⃝
�

対
象
＝
条
件
に
該
当
す
る
建
築

物
の
所
有
者
で
、
市
税
な
ど
の

滞
納
が
な
い
人

⃝
�

補
助
金
＝
費
用
の
全
額
（
限
度

額
25
万
円
）

⃝
�

定
員
＝
予
算
の
範
囲
内
で
先
着

順
■�

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震

改
修

耐
震
改
修
後
は
、
所
得
税
・
固

定
資
産
税
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

⃝
�

条
件
＝
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
建
築（
着
工
）さ
れ
た
地
上

３
階
建
て
ま
で
の
専
用
住
宅
ま

た
は
併
用
住
宅
（
床
面
積
の
半

分
以
上
が
住
宅
の
用
途
で
あ
る

※環霧島会議は、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎両県の５市２町で  構成され、県境を越えて連携し、地域活性化を図ります。錦江湾奥会議は、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、姶良市、垂水市、霧島市の４市が行政区を越えて連携し、地域活性化を図ります。

※環霧島会議と錦江湾奥会議を構成するまちの  お祭りやイベントの最新情報をいち早くキャッチ。お好みのイベントを探して、出掛けてみませんか。

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先提

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
走
り
出

せ
、
性
別
の
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
て
、

今
」
で
す
。

期
間
中
、
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
１
階
共
通
ロ
ビ
ー
で
パ
ネ
ル

の
展
示
、
国
分
図
書
館
で
特
集

コ
ー
ナ
ー
の
設
置
な
ど
を
行
い
ま

す
。こ

の
機
会
に
、
職
場
、
学
校
、

地
域
、
家
庭
で
、
性
別
に
か
か
わ

り
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能

力
を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参

画
社
会
」
の
実
現
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

◎�

�問
＝
企
画
政
策
課
☎（
64
）０
９

１
４

農
地
の
利
用
状
況
調
査

農
業
委
員
会
で
は
、
６
月
か
ら

８
月
を
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
期
間
と

定
め
、
遊
休
農
地
の
把
握
と
解
消
、

農
地
法
の
許
可
や
利
用
権
設
定
な

ど
の
履
行
状
況
、
違
反
転
用
の
早

期
発
見
な
ど
を
目
的
に
農
地
の
利

用
状
況
調
査
を
行
い
ま
す
。

調
査
の
た
め
、
農
地
に
立
ち
入

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

遊
休
農
地
は
、
雑
草
・
雑
木
が

繁
茂
し
、
病
害
虫
や
火
災
の
発
生

源
と
な
り
ま
す
。
近
隣
の
農
地
や

こ
と
）
で
、
診
断
ま
た
は
改
修

が
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
に

完
了
す
る
こ
と

⃝
�

対
象
＝
木
造
住
宅
の
居
住
者
か

所
有
者
で
市
税
な
ど
の
滞
納
が

な
い
人

⃝
�

補
助
金

◦�

耐
震
診
断
＝
費
用
の
３
分
の
２

の
額
（
限
度
額
６
万
円
）

◦�

耐
震
改
修
＝
費
用
の
１
０
０
分

の
23
の
額
（
限
度
額
30
万
円
）

⃝
�

定
員
＝
予
算
の
範
囲
内
で
先
着

順
◎�

�問
＝
建
築
指
導
課
☎（
64
）０
９

５
４

錦
江
湾
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

錦
江
湾
の
環
境
を
守
る
た
め
、

市
内
３
か
所
の
海
岸
で
清
掃
活
動

を
行
い
ま
す
。（
小
雨
決
行
、
荒

天
中
止
）

⃝
�

日
時
／
場
所
＝
７
月
１
日（
日
）

午
前
６
時
30
分
～
８
時
／
国
分

下
井
海
岸
、
７
月
８
日（
日
）午

前
８
時
～
10
時
／
小
浜
海
岸
、

７
月
16
日（
月
・
祝
）午
前
７
時

～
９
時
／
福
山
港
周
辺
海
岸

※�

作
業
用
手
袋
、
タ
オ
ル
な
ど
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ゴ
ミ
袋

は
当
日
配
布
し
ま
す
。

※�

参
加
は
個
人
、
団
体
を
問
い
ま

せ
ん
。
団
体
の
み
事
前
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
る
か
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◎�

�問・�申
＝
地
域
政
策
課
☎（
64
）

０
９
５
２

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
４
号

認
定
申
請
受
け
付
け
中

霧
島
山
の
火
山
活
動
の
影
響
を

受
け
て
い
る
中
小
企
業
を
支
援
す

る
た
め
の
措
置
「
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
保
証
第
４
号
」
に
霧
島
市

が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
売
上
高
が

前
年
同
期
と
比
較
し
て
20
％
以
上

減
少
す
る
な
ど
の
要
件
を
満
た
し
、

市
の
認
定
を
受
け
る
と
、
国
や
県

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
対
応
資
金

な
ど
の
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

融
資
の
内
容
は
、
最
寄
り
の
商

工
会
議
所
、
商
工
会
、
金
融
機
関

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
商
工
振
興
課
☎（
64
）０
９

１
２

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

考
え
ま
し
ょ
う

６
月
23
日
か
ら
29
日
は
男
女
共

同
参
画
週
間
で
す
。
本
年
度
の

住
民
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
、
農
地
の
適
正
な

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
地
が
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い

な
い
場
合
、
所
有
者
に
対
し
農
業

委
員
会
か
ら
指
導
を
行
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◎�

�問
＝
農
業
委
員
会
事
務
局
☎（
64
）

０
９
２
９

鹿
児
島
高
専
吹
奏
楽
部

定
期
演
奏
会

⃝
�

日
時
＝
６
月
24
日（
日
）午
後
２

時
30
分
開
演

⃝
�

場
所
＝
霧
島
市
民
会
館

⃝
�

入
場
料
＝
無
料

◎�

�問
＝
鹿
児
島
高
専【
松
田
】☎（
42
）

９
０
４
２

「
消
費
生
活
相
談
員
」の

資
格
試
験（
国
家
試
験
）

⃝
�

申
込
期
間
＝
６
月
18
日（
月
）～

７
月
27
日（
金
）

⃝
�

一
次
試
験
日
＝
10
月
13
日（
土
）

※�

詳
細
は
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
受
験
要

項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
資
格

制
度
室
☎
03（
３
４
４
３
）７
８

５
５

環霧島・錦江湾奥イベント情報

⃝ �日時＝７月21日（土）午前10時～正午
⃝ �場所＝椋鳩十文学記念館
⃝ �入場料＝無料
⃝ �内容＝椋鳩十の代表作「マヤの一生」に
ちなんだイベント。音楽や人形劇など
＝椋鳩十文学記念館  ☎（62）4800

マヤフェスタ姶良市
⃝ �期間＝８月1日（水）～31日（金）午後７
時～９時（８月12日〜15日は運休）

⃝ �発着場所＝鹿児島港桜島フェリーター
ミナル（本港新町4–1）

⃝ �前売券＝７月１日（日）から発売
＝桜島フェリー  ☎099（293）2525

⃝ �日時＝「宵祭り」７月８日（日）午後７時30
分から、「本祭り」９日（月）午後６時45
分から

⃝�場所＝神柱宮（かんばしらぐう）周辺（前
田町1417–1）
＝おかげ祭り振興会 ☎0986（21）4835

桜島納涼観光船 都城六月灯おかげ祭り鹿児島市 都城市
⃝ �日時＝７月15日（日）午前８時30から
⃝ �場所＝柊原（くぬぎばる）海岸（垂水南
漁港隣）

⃝ �参加料＝１人千円（小中学生は500円）
⃝ �申込期限＝６月29日（金）※先着順
＝�垂水市社会教育課  ☎0994（32）7551

錦江湾シーカヤック大会in垂水垂水市

災害などによる税（料）の減免
　災害で損害を受けたり、生活扶助を受けたりしている場合は、申請すると税（料）の減免を受けられる場合が
あります。
⃝手続き方法＝申請書、理由を証明する書類（生活保護受給証明書、罹

り

災
さい

証明書など）を提出。
⃝提出期限＝事由発生後速やかに申請してください。（災害については災害を受けた日から60日以内）

�問・�提＝税務課 ☎（64）0884、各総合支所地域振興課（市民サービスセンターコア・よか、隼人・福山市民サービスセンターは除く）

税（料） 主　　な　　要　　件

固定資産税

❶災害により、所有する固定資産に一定規模以上（全壊、半壊、土砂流入など）の損害を受けた人。
❷生活保護法の規定により扶助を受けている人。
❸❷と同程度の収入額と認められる人。
❹ �自治会の公民館や運動場、公園などで、公共の利益のために使用する固定資産。（使用料を徴収
する施設を除く）

市県民税・
国民健康保険税

❶ �災害により受けた損害の額（補てん金を差し引いた額）が住宅または家財の価格の10分の３以上
で、前年中の合計所得金額が1,000万円以下の人。

❷ �生活保護法の規定により扶助を受けている人。
❸❷と同程度の収入額と認められる人。
❹ �廃業や疾病などにより、当該年中の合計所得金額が前年中の合計所得金額の10分の５以下に減
少すると認められる人で、前年中の合計所得金額が500万円以下の人。

介護保険料

❶ �災害により受けた損害の額（補てん金を差し引いた額）が住宅または家財の価格の10分の３以上
で、前年中の合計所得金額が1,000万円以下の人。

❷ �廃業や疾病などにより、当該年中の合計所得金額が前年中の合計所得金額の10分の５以下に減
少すると認められる人で、前年中の合計所得金額が400万円以下の人。

※納期限の７日前までに申請がなければ、次回納期分からの適用になります。（介護保険料はこの限りではありません）
※合計所得は、市県民税は個人所得、国民健康保険税と介護保険料は世帯所得になります。
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募
　
集

明
治
維
新
１
５
０
年
記
念

連
続
講
演
会

今
年
は
「
明
治
維
新
」
か
ら
１

５
０
年
の
節
目
の
年
で
す
。
明
治

維
新
と
霧
島
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
紹
介
す
る
連
続
講
演
会
を
５
回

実
施
し
ま
す
。

⃝
�

期
日
／
テ
ー
マ

①�

７
月
19
日（
木
）／
明
治
維
新
と

は
②�

８
月
９
日（
木
）／
明
治
維
新
と

霧
島

③�

８
月
30
日（
木
）／
明
治
維
新
と

山
ヶ
野
金
山

④�

９
月
20
日（
木
）／
明
治
維
新
と

桂
久
武

⑤�

10
月
11
日（
木
）／
明
治
維
新
が

も
た
ら
し
た
も
の

⃝
�

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
大
会
議
室

⃝
�

講
師
＝
社
会
教
育
課
職
員

⃝
�

定
員
＝
60
人
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

⃝
�

参
加
料
＝
１
回
３
０
０
円

⃝
�

申
込
期
限
＝
６
月
29
日（
金
）

※
５
回
分
ま
と
め
て
申
し
込
み

◎�

�問・�申
＝
社
会
教
育
課
☎（
64
）

サ
ン
・
あ
も
り
自
主
講
座

■
骨
盤
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

⃝
�

日
時
＝
７
月
９
日
～
９
月
24
日

（
全
て
月
曜
・
全
８
回
）
午
前

９
時
50
分
～
10
時
50
分

⃝
�

定
員
＝
先
着
30
人
（
10
人
以
上

か
ら
実
施
）

⃝
�

受
講
料
＝
4
千
円

⃝
�

準
備
＝
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
バ
ス
タ

オ
ル
可
）、
室
内
シ
ュ
ー
ズ

■
た
の
し
い
骨
盤
体
操

⃝
�

日
時
＝
7
月
11
日
～
９
月
19
日

（
全
て
水
曜
・
全
８
回
）
午
後

７
時
～
７
時
50
分

⃝
�

定
員
＝
先
着
30
人
（
10
人
以
上

か
ら
実
施
）

⃝
�

受
講
料
＝
4
千
円

⃝
�

準
備
＝
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
バ
ス
タ

オ
ル
可
）、
室
内
シ
ュ
ー
ズ

■
太
極
拳
講
座

⃝
�

日
時
＝
７
月
13
日
～
９
月
28
日

（
全
て
金
曜
・
全
10
回
）
午
後

２
時
～
３
時
30
分

⃝
�

定
員
＝
先
着
20
人
（
10
人
以
上

か
ら
実
施
）

⃝
�

受
講
料
＝
４
５
０
０
円

⃝
�

準
備
＝
室
内
シ
ュ
ー
ズ

【
共
通
事
項
】

⃝
�

申
込
方
法
＝
直
接
ま
た
は
電
話

◎�

�問・�申
＝
サ
ン
・あ
も
り
☎（
43
）

14
－
10
）

⃝
�

対
象
＝
60
歳
以
上

⃝
�

定
員
＝
先
着
20
人

⃝
�

受
講
料
＝
無
料

⃝
�

申
込
期
限
＝
６
月
20
日（
水
）

◎�

�問・�申
＝
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
☎（
42
）８
５
８
５

マ
ザ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー

育
児
と
仕
事
の
両
立
を
支
援

子
育
て
を
し
な
が
ら
就
業
を
希

望
す
る
人
を
支
援
す
る
マ
ザ
ー
ズ

コ
ー
ナ
ー
が
７
月
17
日
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
国
分
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
７
月
10
日（
火
）午
後
1

時
30
分
～
３
時
（
３
時
30
分
ま

で
希
望
者
の
み
個
別
相
談
可
）

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
中
研
修
室

⃝
�

内
容
＝
配
偶
者
控
除
と
税
制
、

保
育
園
の
申
込
方
法
、
就
職
活

動
の
進
め
方
な
ど　

⃝
�

対
象
＝
育
児
を
し
な
が
ら
就
職

を
目
指
す
人
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

へ
の
求
職
登
録
の
有
無
は
問
い

ま
せ
ん
）

⃝
�

定
員
＝
30
人

⃝
�

受
講
料
＝
無
料

◎�

�問
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
国
分
☎（
45
）

５
３
１
１

０
７
０
８

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

主
催
講
座

⃝
�

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
（
１

講
座
１
枚
）
に
講
座
番
号
、
講

座
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
記
入
し
郵
送

⃝
�

受
講
決
定
＝
は
が
き
で
通
知

◎�

�問・�申
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎（
64
）０
９
１
９

３
３
７
３

自
衛
隊
員

⃝
�

受
付
期
間
＝
７
月
１
日（
日
）〜

９
月
７
日（
金
）

◎�

�問
＝
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力

本
部
国
分
地
域
事
務
所
☎（
45
）

１
８
３
６

霧
島
シ
ル
バ
ー
ガ
イ
ド

「
し
っ
ち
ょ
い
ど
ん
」

コ
ー
ス
ガ
イ
ド
講
習

市
内
の
西
郷
ど
ん
関
連
地
観
光

ガ
イ
ド
を
養
成
す
る
講
習
会
で
す
。

⃝
�

期
間
＝
７
月
12
日
～
10
月
18
日

（
全
て
木
曜
・
全
６
回
）

⃝
�

場
所
＝
隼
人
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
（
隼
人
町
内
山
田
１
－

＝提出先提
※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先提

講座
番号 講　座　名 日　　　時 場所 定員 受講料 申込期限

（必着）

34 第１回ワード・エクセル
活用基礎講座（夜間）

7/3（火）、4（水）
18：30～20：30

メディア
センター 20人 500円 6/19

（火）

52 パソコン基礎・タブレット
体験移動講座（霧島地区）

7/6（金）
13：30～16：00

霧島総合
支所 10人 500円 6/22

（金）

7 第１回ワード 2010
ステップアップ講座

7/10（火）、11（水）
9：30～15：30

メディア
センター 20人 1,000円 6/26

（火）

37 第１回写真・データ管理
基礎講座（夜間）

7/13（金）
18：30～20：30

メディア
センター 20人 500円 6/29

（金）

◎開局時間は午前９時〜午後５時。
※�７月１日（日）ニック調剤薬局はやと店、７月16日
（月）ひまわり薬局は、午前９時～午後１時です。

◎原則として往診はしません。
◎診療時間は午前９時〜午後５時。（眼科は午前９時〜午後１時）
◎都合により変更になる場合がありますので、ご連絡の上、受診してください。

姶良地区医師会◎日曜・祝日在宅医担当表（７月）◎日曜・祝日薬局日程表（７月）
姶良地区薬剤師会

休日歯科救急診療
⃝�時間＝午前９時～午後３時
⃝��場所＝姶良地区歯科医師会館口腔保健セン
ター（空港近く）

問＝姶良地区歯科医師会  ☎（58）4388

小児科・内科 夜間救急診療
⃝��月～金曜＝午後７時30分～ 10時30分
⃝�土曜・日曜・祝日＝午後６時30分～９時30分
問�＝霧島市立医師会医療センター  ☎（42）1171

セット検診
胃がん・大腸がん・肺がん検診、腹
部超音波検診（オプション）
40歳以上の市民が対象。がん検診
に登録していない人も受診できます
が、必ず事前にご連絡ください。７
月の日程は次のとおりです。
◦�期日／場所＝７月24日（火）～26日
（木）／牧園農村活性化センター
◦�受付＝午前８時～９時

問＝�健康増進課  ☎（64）0905、すこ
やか保健センター ☎（42）1178

女性検診
乳がん・子宮頸がん・骨粗しょう症
検診、乳房超音波検診（オプション）
20歳以上の女性の市民が対象で、

事前予約が必要です。検診スタッフ
は全て女性で、市内の各検診場所に
来る検診車で実施します。
�申�＝インターネット、相良病院 ☎099

（224）1821、ヘルスサポートセン
ター鹿児島  ☎099（267）6292

※�料金・検診日程などの詳細は、広報
きりしま平成30年4月号をご覧く
ださい。

７月からセット検診・女性検診が始まります。がん検診のご案内
（７月分）

日/曜日 診 療 科 目 地　区 病　院　名 電　話

1日
（日）

内科消化器科 国 分 原口内科消化器科 ４６－２２３２
脳神経外科 国 分 国分脳神経外科分院 ７３－８１２２
眼科 隼 人 椎原眼科医院 ４３－１０５０
内科循環器科 姶良市 さんのう内科 ６３－３０００
小児科 姶良市 立花こどもクリニック ７３－３８８８
脳神経外科 姶良市 ながた脳神経外科 ６７－７５００
内科小児科 湧水町 林内科医院 ７５－２０４７

8日
（日）

内科 隼 人 たぐち内科医院 ４２－０３２０
内科 牧 園 春田医院 ７６－００５３
脳神経外科 国 分 井料クリニック ４６－９３００
内科循環器科 姶良市 こまき内科循環器科クリニック ６７－８８９９
小児科 姶良市 なかむら小児科 ６４－３７１１
眼科 姶良市 青雲会病院眼科 ６６－３０８０
皮膚科 姶良市 四本信一皮膚科 ６３－９９１２

15日
（日）

内科外科 国 分 青葉クリニック ６４－０６４６
内消呼吸器科 横 川 伊東内科クリニック ７２－９０８８
内皮膚小児科 溝 辺 徳永医院 ５８－２３０２
小児科 国 分 きたはらこどもクリニック ６４－０６７７
脳神経外科 隼 人 隼人脳神経外科 ７３－５３５３
内科 姶良市 川島クリニック ６２－７２００
脳外科内科外科 姶良市 青雲会病院 ６６－３０８０
眼科 姶良市 たかひろ眼科 ５５－６０００

16日
（月）

内科小児科 牧 園 大庭医院 ７６－１９８４
泌尿器科内科 隼 人 たまいクリニック ４２－７３００
小児科 隼 人 かわの小児科 ４２－８８６６
整形外科 隼 人 はやと整形外科 ４３－６１１１
眼科 国 分 高倉眼科 ４７－７３００
内呼循環器科 姶良市 河俣内科 ６７－８００５
耳鼻咽喉科 姶良市 でぐち耳鼻咽喉科 ６７－３３４２

22日
（日）

内循小児科 国 分 鵜木医院 ４５－００１１
形成外科 隼 人 はやと形成外科クリニック ４２－８３００
内科消化器科 姶良市 中馬クリニック ６７－８０００
小児科 姶良市 あいら小児科 ６６－０１１５
皮膚科 姶良市 前田皮膚科 ６５－１０１５
眼科 姶良市 姶良みやもと眼科 ６２－１０１０
内科循環器科 湧水町 田代医院 ７４－２０７５

29日
（日）

内科 隼 人 吉満内科クリニック ４２－８８８０
内科 牧 園 霧島桜ケ丘病院 ７８－３１３５
小児科 国 分 ふたばクリニック小児科皮膚科 ５７－５５５５
皮膚科 国 分 宮内皮ふ科クリニック ４６－８６１２
内科 姶良市 吉留クリニック ５２－１１１１
外科内科 姶良市 内倉外科医院 ６５－２５４８
眼科 姶良市 田中眼科 ６５－３９８６

日/曜日 地区 薬　局　名 電　話

1日㈰

国 分 こすもす薬局 64－0311

国 分 イルカ調剤薬局 国分店 64－0883

隼 人 ニック調剤薬局はやと店 73－4760

8日㈰ 国 分 ハッピー薬局国分広瀬店 46－9082

15日㈰
横 川 タイガー薬局 64－6700

国 分 ニック調剤薬局国分西店 56－7577

16日㈪

隼 人 フロム薬局 44－9292

牧 園 寺脇薬局 76－2008

国 分 ひまわり薬局 48－5520

22日㈰
隼 人 フロム薬局 44－9292

隼 人 とざか薬局隼人店 64－2270

29日㈰

隼 人 隼人薬局 43－0002

隼 人 あもりがわ薬局 44－9211

牧 園 さくらの杜薬局 78－8282

国 分 おおぞら薬局 57－6220

霧島　女性検診 検索

インターネットでの
申し込みは
こちらから

募集種目 受験資格 第 1 次試験日

航空学生
（海上自衛隊） 18歳以上23歳未満

9/17
（月・祝）航空学生

（航空自衛隊） 18歳以上21歳未満

一般曹候補生
18歳以上27歳未満 9/22（土）

自衛官候補生

※受験資格は平成31年４月１日現在の年齢です。
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先
日
、
66
歳
の
知
人
が
亡
く

な
り
、
健
康
寿
命
と
い
う

言
葉
を
身
近
に
感
じ
ま
し
た
。
広

報
き
り
し
ま
の
５
月
号
で
は
介
護

予
防
の
特
集
に「
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ

リ
で
死
ぬ
前
ま
で
元
気
に
暮
ら
し

た
い
」と
い
う
言
葉
が
掲
載
さ
れ
、

食
生
活
や
運
動
、
日
頃
の
生
活
習

慣
が
大
事
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
私
は
日
常

生
活
に「
教
養
」
と「
教
育
」
を
実

践
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
何
か
で

読
ん
だ
引
用
で
す
が
、「
教
養
」
は

勉
強
の
こ
と
で
は
な
く「
今
日
、

用
事
が
あ
る
」、「
教
育
」は「
今
日
、

行
く
所
が
あ
る
」
と
い
う
も
の
で

す
。
な
る
ほ
ど
と
思
い
、
こ
れ
を

実
践
し
て
介
護
の
必
要
が
な
い
老

後
を
送
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
霧
島
人
66
歳
男
性
）

●

介
護
問
題
に
直
面
し
て
い
る

私
は
、
５
月
号
の
特
集
を

興
味
深
く
読
み
ま
し
た
。
普
段
か

ら
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
持
っ
て

お
く
こ
と
で
、
老
後
を
迎
え
て
も

安
心
し
て
、
し
か
も
楽
し
く
暮
ら

せ
る
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
ま

さ
に
お
互
い
さ
ま
の
精
神
で
し
ょ

う
か
。
こ
ん
な
す
て
き
な
自
治
会

が
ど
ん
ど
ん
増
え
る
と
い
い
で
す

ね
。（
メ
ル
39
歳
女
性
）

●

５
月
号
は
人
生
の
大
先
輩
の

皆
さ
ん
が
イ
キ
イ
キ
と
人

生
を
楽
し
ん
で
過
ご
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
掲
載
し
て
あ
り
ま
し
た
。

私
も
50
歳
。
皆
さ
ん
の
よ
う
に
楽

し
め
た
ら
い
い
な
あ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
広
報
誌
は
地
域
の
こ
と
が

と
て
も
分
か
り
や
す
く
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
読
み
や
す
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。（
ち
ょ
こ
50
歳
女
性
）

介
護
予
防
の
特
集
に
は
た
く
さ

ん
の
お
便
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
で
は
地
域
の
絆
で
介
護
予
防
に

取
り
組
む
「
地
域
の
ひ
ろ
ば
」
事

業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
地
域
で
も
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
く

だ
さ
い
。

詳
し
く
は
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
45
－
１
５
５
７
）
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

思
い
出
の
味
に
掲
載
さ
れ
た

「
あ
く
ま
き
」は
、
鹿
児
島

な
ら
で
は
の
食
べ
物
で
す
よ
ね
。

小
さ
い
頃
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
に
な
る
と
家
族
で「
あ
く
ま
き
」

を
作
る
の
が
恒
例
で
し
た
。
手
間

暇
を
掛
け
て
作
り
、
県
外
の
親
戚

に
送
っ
た
り
、
近
所
に
あ
げ
た
り

し
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
私
は「
あ

く
ま
き
」が
苦
手
で
し
た
が
、
今
は

き
な
粉
を
掛
け
て
食
べ
る
の
が
大

好
き
で
す
。
母
が
他
界
し
て
26
年

に
な
り
ま
す
。
私
は
母
か
ら
受
け

継
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
母
と
作
っ
た
わ
が
家
の「
あ
く

ま
き
」の
味
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。（
前
を
向
い
て
51
歳
女
性
）

●

あ
く
ま
き
を
自
宅
で
作
る
家
庭

も
少
な
く
な
り
、
子
ど
も
た
ち
が

あ
く
ま
き
を
知
っ
て
い
る
の
か
不

安
に
な
り
ま
す
ね
。「
思
い
出
の

味
」
の
レ
シ
ピ
を
見
て
ぜ
ひ
挑
戦

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
が
中
学
生
に
な
り
、

こ
れ
ま
で
の
生
活
が
だ
い

ぶ
変
わ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
は
自

転
車
通
学
に
な
り
、
部
活
動
で
帰

り
が
遅
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
不

安
な
の
で
自
転
車
で
途
中
ま
で
迎

え
に
行
く
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
私

の
中
学
生
の
頃
も
、
両
親
が
い
ろ

い
ろ
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
こ

と
を
思
い
出
し
、
子
ど
も
の
た
め

に
親
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
し
て

あ
げ
よ
う
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も

は
学
校
も
部
活
動
も
楽
し
い
よ
う

で
、
こ
の
３
年
間
で
た
く
ま
し
く

成
長
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。（
千

尋
が
ん
ば
れ
る
～
や
37
歳
女
性
）

●

帰
り
道
、
お
母
さ
ん
の
姿
が
見

本誌への感想、霧島市への思いなど、たくさんの声をお
寄せください。お便りは綴じ込みのはがき、ファクス（0995
－64－0934）、携帯電話やスマートフォンは左の２次元コー
ド、パソコンは市ホームページからお送りください。

え
る
と
う
れ
し
い
で
し
ょ
う
ね
。

家
ま
で
の
時
間
を
親
子
で
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
ね
。

２
児
の
母
で
す
。
先
日
、
初

め
て
地
域
の
子
育
て
サ
ロ

ン
に
参
加
し
ま
し
た
。
１
人
目
の

時
に
は
あ
る
こ
と
す
ら
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
サ
ロ
ン
会
場
の
公
民

館
は
、
同
世
代
の
お
母
さ
ん
と
子

ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
の
お
も

ち
ゃ
や
絵
本
の
部
屋
で
遊
び
、
交

流
の
場
と
し
て
開
放
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
何
よ
り
も
驚
い
た
の
は
、

地
域
に
住
む
元
気
な
お
年
寄
り
が

た
く
さ
ん
来
て
い
た
こ
と
で
す
。

子
育
て
サ
ロ
ン
な
の
に
な
ぜ
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
た
ら
、
孫
の
よ
う

な
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
に
語
り
掛

け
、
お
も
ち
ゃ
で
安
全
に
遊
べ
る

よ
う
に
補
助
を
し
て
あ
げ
て
た
り
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
歌
を
披
露

し
た
り
し
て
、
子
ど
も
た
ち
も
夢

中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
育
児
を

経
験
し
た
ベ
テ
ラ
ン
の
方
々
が
今

の
世
代
の
育
児
に
あ
ん
な
に
も
積

極
的
に
協
力
し
て
く
だ
さ
り
、
と

て
も
感
動
し
ま
し
た
。（
ス
リ
ノ
ア

31
歳
女
性
）

●

地
域
や
民
生
委
員
さ
ん
の
方
々

が
行
っ
て
い
る
子
育
て
サ
ロ
ン
は

市
内
に
８
か
所
あ
り
ま
す
。
そ
の

他
、
各
地
区
に
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

丸
岡
公
園
は
明
治
１
０
０
周
年

記
念
事
業
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
バ
ン
ガ
ロ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
も
あ
り
、
展
望
台
か
ら
は
高

千
穂
峰
か
ら
栗
野
岳
ま
で
の
眺
望

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

夫
の
定
年
退
職
を
機
に
霧
島

市
に
移
住
し
、
今
年
で
18

年
目
に
な
り
ま
し
た
。
先
日
、
車

を
運
転
中
、
隼
人
地
区
の
小
学
校

近
く
の
押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
の

横
断
歩
道
で
、
や
っ
と
ラ
ン
ド
セ

ル
を
背
負
え
る
ほ
ど
の
か
わ
い
い

一
年
生
ら
し
き
児
童
が
立
っ
て
い

ま
し
た
。
青
信
号
に
変
わ
り
、
駆

け
足
で
渡
り
終
え
る
と
、
後
ろ
を

振
り
向
き
直
立
し
て
深
々
と
私
の

横
川
町
の
丸
岡
公
園
開
園
50

周
年
記
念
の
催
し
が
あ
り

参
加
し
ま
し
た
。
私
が
高
校
卒
業

の
年
に
開
園
し
、
今
も
サ
ク
ラ
や

ツ
ツ
ジ
が
き
れ
い
に
咲
き
誇
っ
て

い
ま
す
。
特
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場
は
２
０
２
０
年
の
国
体
会
場

に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
県
内
で
も

屈
指
の
公
園
に
な
っ
て
い
ま
す
。

先
人
の
知
恵
と
努
力
で
素
晴
ら
し

い
公
園
に
な
っ
た
こ
と
を
私
た
ち

一
人
一
人
が
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら

も
公
園
を
大
切
に
守
っ
て
い
く
こ

と
が
使
命
だ
と
思
い
ま
す
。
心
と

体
の
癒
や
し
に
ぜ
ひ
丸
岡
公
園
へ

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。（
Ｍ
・
Ｈ
68

歳
男
性
）

●

方
に
お
辞
儀
。
さ
ら
に
反
対
側
の

運
転
手
に
も
お
辞
儀
を
し
て
か
ら

学
校
の
方
へ
歩
い
て
い
き
ま
し
た
。

こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
子
ど
も
た

ち
を
育
ん
で
い
る
地
域
が
あ
る
こ

と
を
自
慢
し
た
く
な
り
ま
し
た
。

（
Ａ
・
Ｔ
74
歳
女
性
）

●

家
庭
や
学
校
、
地
域
の
取
り
組

み
が
、
し
っ
か
り
と
あ
い
さ
つ
の

で
き
る
子
ど
も
を
育
て
て
い
く
の

で
す
ね
。

こ
の
ほ
か
93
通
の
お
便
り
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
文
章
は
紙
面
の
都
合
上
、
調

整
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

野
崎
昌
子
さ
ん（
隼
人
）

Readers Voice

読者の声

今
月
の
絵
手
紙

【
水
無
月
】

新生児聴覚検査費用の
一部助成を開始しました

日本では、赤ちゃん千人のうち1 ～ 2人に
生まれつき耳の聞こえ方に障害があるといわ
れています。

気付かずにいると、言葉の発達が遅れたり、
コミュニケーションがとりにくくなったりす
るなどの支障が起きます。できるだけ早く検
査で見つけ、支援を始めることが重要です。

霧島市では、平成30年４月１日以降に出
生した赤ちゃんから、新生児聴覚検査の費用
を一部助成する事業を始めました。

⃝検査内容
生後おおむね３日以内に入院中の産科医療機
関で実施します。赤ちゃんがぐっすり眠ってい
る状態で小さい音を聞かせ、脳から出る反応や
耳の中から反射してくる音を検査機器で測定し、
耳の聞こえが正常かどうかを判定します。検査
は５～ 10分で、赤ちゃんには何の痛みもなく、
薬も使わないので副作用の心配もありません。

⃝助成金額
１人につき上限３千円まで。３千円を超えた
分は自己負担となりますので、産科医療機関で
お支払いください。

⃝助成を受けるには
送付または母子健康手帳発行時に交付した健
康診査受診票つづりにある「新生児聴覚検査受
診票」を産科医療機関へ提出してください。

※県外で出産する場合
一部の産科医療機関では、受診票が使えない
場合があります。その場合は受診時に検査費用
を支払い、後日、健康増進課で払い戻しの申請
を行うことで助成を受けられます。
手続きには、検査結果が記載された受診票、
領収書の写し、印鑑、通帳、母子健康手帳が必
要です。

��問＝健康増進課  ☎（64）0905

イラスト提供：
一般社団法人日本
耳鼻咽喉科学会
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※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955 までご連絡ください。

ED
IT

O
R

'S

一秒でも早い行動が命を救う救命処置。以前、講習を受けました
が、取材を進めると忘れている内容が多く、日頃からの備えが大

切だと感じました。快く取材に協力してくださった皆さん、ありがとう
ございました。瞬時に動けるよう、まずはシャープな体作りから（森本）

小学校帰りの私を喜ばせようと、通院日は決まっておやつを買って
きてくれた祖母。中でも私が好きだったのが、けせん団子でし

た。ニッキ（＝シナモン）の珍しい味と、祖母の優しさがおいしい思い出
として生きています。30年前の祖母に、あらためて「ありがとう」（川床）

ＦＭきりしまのアプリをスマホにダウンロードすると、いつでもどこ
でも放送を聞くことができます。市のイベント情報や市民の出演

など、身近に感じる番組ばかり。音楽が流れる時間帯もあり、移動中
や作業中に聞くのもお勧めです。ラジオ好きの私。出るのが夢（新村）

生涯忘れられない平成５年８月１日。当時住んでいた家は、近くの川
が氾濫して濁流が膝上まで浸水。家の中にいた妻と生後２か月の

長男は消防団の方に救助されました。命を助けていただいたあの日から
25年。雨が降り続いた当時のことをしみじみと思い出します（上小園）

国分の野口橋近くに咲くガクアジサイ
です。薄紫色の花に見えるものが、葉
が変化した「ガク」。中央に集まる水
色の小さなつぼみのようなものが花び
らで、外側を額縁のように囲む姿が名
の由来だそう。このアジサイは花びら
の中に一つだけガクが顔を出していま
した。それぞれがきれいな花びらとガク。
レンズを開き周りをぼかして、両者の
仲の良い姿を浮き立たせました（川床）

ガクといつまでも
（国分野口）

平成29年6月15日  午前9時27分

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ17 ～ 55㎜　F2.8
1/6400s　 F3.2　 ISO250

今月の表紙

◎�お便りをくださった方の中から、洗車工房隼人店より「純水ワックスサービス券」を２人の方
にプレゼント。応募締め切りは６月22日（金）。当日消印有効です。※当選者の発表は、賞
品の発送をもってかえさせていただきます。

➡市ホームページから
もプレゼントの申し込
みができます。

◎人口／126,278人（＋523）◎世帯数／61,029世帯（＋807）
・男性／61,033人（+567） ・女性／65,245人（－44） ・出生101人 ・死亡97人 ・転入1,542人 ・転出1,016人	（平成30年５月１日現在）

マチイロ（広報誌電子版） 霧島市Twitter

霧島市ホームページ 霧島市Facebookいつでも、どこでも、霧島市の情報を。
より多くの皆さんに市の情報を知ってもらうため、さまざ
まなツールで情報を発信しています。

動画共有サイトYouTubeで霧
島市が公開している動画を見
られます。

霧島市を好きになってもらう
ために霧島市の魅力を発信し
ています。

YouTube動画配信 きりしまWAGON（Facebook）

観光や子育て、移住定住情報、
イベントカレンダー、行政情
報など情報満載。

市の公式フェイスブック。「い
いね」をして市からの最新情
報をキャッチしてください。

発行日に広報きりしまがス
マートフォンやタブレットへ
自動配信されます。

霧島市をフォローすると、市
ホームページが更新されるた
びに情報が届きます。

霧島市公式HP  http://www.city-kirishima.jp

山
々
か
ら
頂
く
自
然
の
恵
み

硫
黄
山
の
火
山
活
動
に
伴
う

川
内
川
な
ど
の
水
質
悪
化
を
受

け
、
湧
水
町
や
伊
佐
市
、
え
び

の
市
で
は
一
部
の
水
田
で
今
年

の
稲
作
が
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。
先
祖
代
々
受
け
継
い
で
き

た
水
田
で
田
植
え
が
で
き
な
い

農
家
の
悲
し
み
は
、
規
模
は
小

さ
い
で
す
が
米
を
作
っ
て
い
る

私
に
も
痛
い
ほ
ど
分
か
り
ま
す
。

本
市
で
は
、
川
内
川
の
水
質

悪
化
の
一
報
を
受
け
、
直
ち
に

上
水
道
や
農
業
用
水
、
河
川
の

水
質
検
査
を
実
施
。
幸
い
、
検

査
結
果
は
噴
火
前
と
変
わ
ら
ず
、

環
境
基
準
の
範
囲
内
で
ひ
と
安

心
し
ま
し
た
。
影
響
を
受
け
て

い
る
自
治
体
も
あ
り
、
市
と
し

て
の
安
全
宣
言
は
出
し
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
市
民
や
観
光
客
の

皆
さ
ん
に
安
心
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
必
要
な
情
報
を
発
信

し
て
ま
い
り
ま
す
。

霧
島
山
を
取
り
巻
く
自
治
体

が
県
境
を
越
え
て
地
域
活
性
化

を
目
指
す
環
霧
島
会
議
で
は
５

月
16
日
、
新
燃
岳
と
硫
黄
山
の

火
山
活
動
に
よ
る
被
害
に
つ
い

て
、
国
な
ど
に
支
援
を
求
め
る

特
別
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

わ
が
家
の
田
植
え
は
６
月
下

旬
。忙
し
い
毎
日
で
す
が
、山
々

か
ら
流
れ
来
る
清
ら
か
な
水
の

恵
み
に
感
謝
し
、
今
年
も
田
ん

ぼ
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長
コ
ラ
ム

中
重
真
一

6PRESENTS

中とじのクーポンも

ご利用ください。

洗車工房は愛車の輝きをいつまでも守り続けます。プレゼントの純水ワックスは
効果が３か月持続。特殊シリコン配合のワックスを使うことで、桜島の灰から塗
装を強力に守ります。不純物が入っていない純水を使い、たっぷりの泡で手洗い
するのでシミになりません。一つ一つの手作業に精いっぱいの「真心と感謝と職
人魂」を込めた感動の洗車とカーコーティングを体験してみませんか。

洗車工房の「純水ワックス
サービス券」を２人にプレゼント

洗車工房 検索

元
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
川
上
直
子
で
す
。
霧
島
の
地
を
最
初
に
訪
れ
た
の
は
今
か
ら
30
数

年
前
、
ま
だ
小
学
生
だ
っ
た
頃
で
す
。
サ
ッ
カ
ー
一
色
の
生
活
で
、
旅
行
と
い
え
ば
遠
征
く
ら

い
の
も
の
で
し
た
。
な
の
で
、
旧
国
分
市
の
親
戚
宅
に
遊
び
に
行
っ
た
と
き
に
撮
っ
た
写
真
は
、

私
の
大
事
な
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
幼
少
期
の
思
い
出
の
地
を
再
び
訪
れ
た
の
が
平
成
27
年
３
月
の
こ
と
で
す
。『
ｍ
ｉ

ｚ
ｕ
ｎ
ｏ
プ
リ
ン
セ
ス
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
と
い
う
女
子
の
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
霧
島

市
で
開
催
さ
れ
、
私
は
ｍ
ｉ
ｚ
ｕ
ｎ
ｏ
ブ
ラ
ン
ド
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
（
大
使
）
と
し
て
地
元
の
子

ど
も
た
ち
を
対
象
に
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
霧
島
の
子

ど
も
た
ち
の
姿
勢
は
本
当
に
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
昨
年
６
月
に
は
国
分
西
小
学
校
で
日
本

サ
ッ
カ
ー
協
会
が
主
催
す
る
「
夢
先
生
」
の
授
業
を
担
当
し
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
応
援
す
る

学
校
の
先
生
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
情
熱
に
深
く
感
心
し
ま
し
た
。「
霧
島
の
人
は
気
持
ち
が

い
い
。
温
か
い
」。
そ
れ
が
皆
さ
ん
と
の
交
流
で
抱
い
た
率
直
な
感
想
で
す
。

そ
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
霧
島
の
お
い
し
い
物
の
数
々
。
黒
豚
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

は
、
あ
っ
さ
り
し
た
う
ま
味
で
い
く
ら
で
も
食
べ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
黒
豚
の
ト
ン
カ
ツ
は
、

白
米
と
の
相
性
が
抜
群
。
口
に
広
が
る
黒
毛
和
牛
の
甘
味
は
ぜ
い
た
く
そ
の
も
の
で
す
。
薩
摩

地
鶏
や
、
さ
つ
ま
あ
げ
と
飲
む
焼
酎
は
最
高
。
そ
し
て
、
お
や
つ
に
は
「
か
る
か
ん
」。
素
晴

ら
し
い
フ
ル
コ
ー
ス
で
す
ね
。

２
０
２
０
年
の
鹿
児
島
国
体
で
は
霧
島
市
が
女
子
サ
ッ
カ
ー
の
会
場
に
な
り
ま
す
。
お
い
し

い
食
事
で
力
を
付
け
る
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
き
っ
と
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
霧
島
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
声
援
の
中
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
試
合
が
今
か
ら

楽
し
み
で
す
。

サ
ッ
カ
ー
が
忙
し
く
な
り
遠
の
い
て
い
た
霧
島
の
地
に
、
サ
ッ
カ
ー
が
縁
で
再
び
戻
っ
て
来

ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
鹿
児
島
国
体
の
成
功
に
向
け
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

川上 直子さん（40）
兵庫県明石市出身。元女子サッカー選手。平成15年に日本
代表（なでしこジャパン）としてＦＩＦＡ女子ワールドカップ、
翌年にアテネ五輪へ出場。現在はサッカー指導者・解説者
として活動。第12代おじゃんせ霧島大使。

ゆかりの地で子どもたちに夢を

おじゃんせ霧島大使

今年３月のサッカー教室で子どもたちと触れ合う川上さん（国分運動公園）

洗車工房隼人店 隼人町見次545  サンキュー隼人店内  ☎（73）3496
R e v o S（レヴォス）　定休日／日曜・祝日、営業時間／９時～ 19時

27  Kirishima City Public Relations, Japan  2018.6, Vol.276 広報きりしま  26



◀

Kirishim
a C

ity Public Relations,Japan
2018.6.5

発
行

  V
O

L.276
■

発
行

／
〒

899-4394 鹿
児

島
県

霧
島

市
国

分
中

央
三

丁
目

45-1　
ＴＥＬ

／
0995-45-5111㈹

 
■

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

／
U

RL http://w
w

w
.city-kirishim

a.jp　
■

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
／

 E-m
ail:info@

city-kirishim
a.jp

■
編

集
／

秘
書

広
報

課
　

ＴＥＬ
／

0995-64-0955　
ＦＡＸ

／
0995-64-0934　

■
印

刷
／

㈲
国

分
新

生
社

印
刷

広
報
き
り
し
ま

広告


	_GoBack

